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土佐一條公家行列
　

　ゴールデンウィーク期間中の恒例行

事となった土佐一條公家行列「藤祭り」

が5月3日（土）に行われました。

　今回で23回目となる公家行列。色鮮

やかで雅な衣装に身を包んだ約200人

の行列が、まちなかを練り歩き、沿道の

観客を魅了しました。

（11ページ）



　第20回大会を10月19日（日）に開催することが決定しました。ボランティアの皆さまのご理解とご協力により、20
回目の大会を迎えることができることを感謝しています。
　今回も、全国からランナーを迎えるため大会運営にご協力いただけるボランティアスタッフを募集します。100
㎞もの長い道のりを走破するには、ボランティアのサポートが絶対に欠かせません。皆さんの力で、完走を目指す
ランナーを手助けしてください。ご協力をよろしくお願いします。
≪ボランティア募集≫
ボランティア期間・人員（予定）
　10月17日（金）～19日（日）　1200人（中村地域）、350人（西土佐地域）
対象者
　・原則として中学生以上とさせていただきます。
　・高校生以下の人は親権者の承諾が必要です。
支給物品（予定）
　・スタッフジャンパー（昨年までと同様のため、お持ちの人はご遠慮ください）
　・スタッフマニュアル
申込期日　6月30日（月）まで
申込方法　大会事務局まで電話、FAX、メールでお申し込みください。
その他
　・事故への対応は、主催者側で加入する保険の範囲内で対応いたします。
　・ボランティアの内容については事務局で決定します。
　・場所や時間について希望があればお伝えください。なるべく考慮しますが、希望に添えない場合もあります。
　・昨年ご協力いただいた人も再度申し込みをお願いします。
　・10月初旬にボランティア説明会を中村地域、西土佐地域で行います。
　・新たな取り組みとして20回以上ボランティアで参加いただいた人を対象に、本人および推薦申請による表彰
　  を行うことといたしました。大会プログラムで紹介し、専用のボランティアジャンパーをお渡ししますので、該
　  当する人は申請をお願いします。

第20回
10月19日（日）開催！

【申込み・問い合わせ先】　四万十川ウルトラマラソン実行委員会事務局

（中村地域）
〒787-0008　四万十市安並4231　市民スポーツセンター内
0（３４）０６０５　FAX （３４）４８９４
E -m a i l :  s p o r t @ c i t y . s h i m a n t o . l g . j p

（西土佐地域）
〒787-1603　四万十市西土佐用井1101-5　西土佐ふれあいホール内
0（５２）１１１０　FAX （５２）１４４６
E -m a i l :  n - c u l t u r e @ c i t y . s h i m a n t o . l g . j p

四万十川の自然と清流を守ろう

【スタート】　100㎞の部　5時30分　市立蕨岡中学校前
　　　　　　 60㎞の部　10時 　　四万十町こいのぼり公園前

【参加定員】　2000人
　　　　　　100 ㎞の部:1500人　60 ㎞の部:500人

　

ア
ジ
サ
イ
の
花
の
見
頃

を
迎
え
た
安
並
水
車
の
里

で「
紫
陽
花
ま
つ
り
」を
開

催
し
ま
す
。
田
園
風
景
を

彩
る
ア
ジ
サ
イ
と
水
車
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
】

　

６
月
７
日（
土
）

　

※

雨
天
決
行

【
場
　

所
】安
並
水
車
の
里

【
催
　

物
】

　

10
時
〜
15
時

　
　

手
作
り
水
車
の
実
演
、野
点
、
地
域
物
産
等
の
販
売
、子
ど

　
　

も
コ
ー
ナ
ー
な
ど

　

19
時
〜
21
時

　
　

竹
灯
籠
に
よ
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
で
水
車
と
　

ア
ジ
サ
イ
を

　
　

幻
想
的
に
映
し
ま
す（
雨
天
中
止
）。

≪

臨
時
駐
車
場≫

　

後
川
左
岸
の
堤
防
上
駐
車
場
（
市
街
地
よ
り
後
川
橋
過
後
す

　

ぐ
左
折
）

　

※

入
り
口
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

≪

交
通
規
制≫

　

水
車
の
里
へ
の
進
入
道
路（
市
道
）は
車
両
通
行
禁
止
予
定
。

　

※

農
作
業
用
車
両
等
は
除
く
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

四
万
十
市
観
光
振
興
連
絡
会
議

　

（
一
社
）四
万
十
市
観
光
協
会

　

☎（
3
5
）4
1
7
1

四
万
十
川
花
紀
行

「
安
並
水
車
の
里
紫
陽
花
ま
つ
り
」

の
だ
て
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西
土
佐
総
合
支
所
新
庁
舎
等
の
建
築
工
事
は
、敷
地
造
成
工
事
の
遅
れ
や
現
場
作
業
員
の
不
足
な
ど
に
よ
り
工

期
を
延
期
し
て
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、６
月
中
旬
に
完
成
の
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

新
総
合
支
所
棟
へ
の
移
転
作
業
は
６
月
７
日（
土
）・
８
日（
日
）に
行
い
、９
日（
月
）か
ら
は
新
庁
舎
で
の
業
務
を

開
始
す
る
予
定
で
す
。

　

移
転
完
了
後
は
旧
総
合
支
所
の
解
体
に
着
手
し
、解
体
工
事
が
完
了
次
第
、本
年
８
月
頃
か
ら
来
年
２
月
頃
を

め
ど
に
、消
防
分
署
庁
舎
を
建
築
す
る
予
定
で
す
。

　

工
事
期
間
中
、ご
来
庁
者
の
皆
さ
ま
に
は
、新
総
合
支
所
南
側
の
駐
車
場
を
確
保
し
ま
す
の
で
、案
内
板
に
し
た

が
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、工
期
期
間
中
は
、周
辺
を
始
め
、地
域
の
皆
さ
ま
に
何
か
と
ご
迷
惑
、ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご
理

解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
西
土
佐
総
合
支
所
）地
域
企
画
課
支
所
庁
舎
建
設
係

　

☎（
5
2
）1
1
1
1

西
土
佐
総
合
支
所
新
庁
舎
で
の
業
務
が
始
ま
り
ま
す
！

敷地造成工事

第1期工事
総合支所等建築工事

旧総合支所解体工事

第2期工事
消防分署建築工事

H25.1月～8月

　　　　　　H25.9月～H26.6月

　　　　　　　　　　　　H26.6月～H26.7月

　　　　　　　　　　　　H26.8月～H27.2月

25年度 26年度

上のイメージ図
は、この方向から
見たものです。

敷地利用計画図

庁舎棟

消
防
棟

上のイメージ図
は、この方向か
ら見たものです。

市　道

敷完成イメージ図

　

四
万
十
市
と
高
知
大
学
は
、
地
域
の
活
性
化
を
目
的
と
し

た
連
携
協
定
を
締
結
し
、
天
然
ア
ユ
を
守
る
た
め
の
取
り
組

み
や
、
ス
ジ
ア
オ
ノ
リ
生
産
量
ア
ッ
プ
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
天
然
ア
ユ
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
に
携

わ
っ
て
い
た
だ
い
た
先
生
方
を
お
招
き
し
、
調
査
研
究
に
関

す
る
報
告
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。関
係
者
、市
民
の
皆
さ
ま

の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時
　

６
月
11
日（
水
）
　

14
時
〜
16
時

■
開
催
場
所

　

市
立
中
央
公
民
館
　

１
階 

大
会
議
室

■
報
告
内
容

　

「
四
万
十
川
、ア
ユ
の
年
変
動
と
初
期
分
布
と
の
関
係
」

　

木
下
　

泉
　

教
授
（
高
知
大
学
教
育
研
究
部
総
合
科
学
系 

　

黒
潮
圏
科
学
部
門
）

　

「
四
万
十
川
の
汽
水
域
で
育
つ
ア
ユ
の
は
な
し 

　

ー
ア
ユ
仔
稚
魚
の
分
布
、
成
長
と
ふ
化
日
に
み
ら
れ
た
年

　

変
化
ー
」

　

東
　

健
作
　

室
長
（
西
日
本
科
学
技
術
研
究
所
　

四
万
十

　

研
究
室
）

■
参
加
費
　

無
料

■
主
催
　

四
万
十
市
・
高
知
大
学
連
携
事
業
推
進
会
議

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
市
）観
光
課 

四
万
十
川
対
策
係

　

☎（
3
4
）1
1
7
0　

F
A
X（
3
4
）2
5
2
5

　
E
-m
a
il

　

sim
a
n
to
@
c
ity
.sh
im
a
n
to
.lg
.jp

「
四
万
十
市
・
高
知
大
学
連
携
事
業  
 

ア
ユ
報
告
会
」の
ご
案
内

平
成
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平成26年 四万十市防災標語　　『 話し合おう 地震の備え 家庭から 』

　

市
で
は
、住
宅
耐
震
化
事
業（
広
報
４
月
号
に
掲
載
）と

併
せ
て
、
家
具
転
倒
防
止
対
策
事
業
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
耐
震

対
策
事
業
、老
朽
住
宅
除
却
事
業
に
つ
い
て
補
助
制
度
を

設
け
、
本
年
度
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
（
老
朽
住
宅
除
却

事
業
に
つ
い
て
は
本
年
度
新
設
の
補
助
制
度
で
す
）
。
各

補
助
制
度
の
内
容
を
ご
確
認
の
う
え
、お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

家
具
や
家
電
等
を
固
定
し
て
い
な
い
場
合
、大
規
模
な

地
震
が
発
生
す
る
と
、そ
れ
ら
が
倒
れ
て
き
て
逃
げ
道
を

ふ
さ
い
だ
り
、
ケ
ガ
を
し

た
り
す
る
可
能
性
が
高

く
な
り
ま
す
。
地
震
の
揺

れ
か
ら
身
を
守
り
、
よ
り

安
全
で
迅
速
な
避
難
が

行
え
る
よ
う
、
家
具
転
倒

防
止
対
策
を
し
ま
し
ょ

う
。

◆
補
助
対
象
世
帯

　

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
で
構
成
さ
れ
た
世
帯

　

②
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保

　
　

健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
人
が
い
る
世
帯

　

③
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
要
支
援
ま
た
は
要
介
護
認

　
　

定
を
受
け
た
人
が
い
る
世
帯

　

④
母
子
世
帯

　

⑤
こ
の
ほ
か
、取
り
付
け
作
業
が
困
難
で
あ
る
と
市
長

　
　

が
認
め
た
世
帯

ブ
ロ
ッ
ク
塀
耐
震
対
策
事
業

家
具
転
倒
防
止
対
策
事
業

防
災
関
係
補
助
事
業
の
ご
案
内

◆
支
援
内
容

　

申
し
込
み
に
基
づ
き
、市
が
委
託
す
る
団
体
に
家
具

等
（
タ
ン
ス
、
食
器
棚
、
冷
蔵
庫
等
最
大
４
台
ま
で
）
の

取
り
付
け
作
業
を
依
頼
し
ま
す
。作
業
費
は
市
が
負
担

し
ま
す
が
、固
定
金
具
等
の
資
材
費
は
申
込
者
の
負
担

と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
世
帯

　

30
世
帯（
申
し
込
み
数
が
定
員
に
達
し
次
第
、募
集
終
了
）

◆
申
し
込
み
方
法

　

印
鑑
と
補
助
対
象
世
帯
で
あ
る
と
証
明
で
き
る
も

の
を
ご
持
参
の
う
え
、市
役
所
３
階
地
震
防
災
課
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

固
定
さ
れ
て
い
な
い
家
具
等
と
同
じ
く
、地
震
の
揺
れ

に
よ
る
倒
壊
の
危
険
性
が
高
い
も
の
の
１
つ
に
ブ
ロ
ッ

ク
塀
が
あ
り
ま
す
。倒
れ
て
き
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
避
難
路

を
ふ
さ
ぎ
、場
合
に
よ
っ
て
は
下
敷
き
に
な
っ
て
死
傷
者

が
発
生
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安

全
性
を
確
認
し
、
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
除
去
し
、
安
全

な
フ
ェ
ン
ス
や
生
け
垣
へ
の
改
修
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
補
助
要
件

　

緊
急
輸
送
路
ま
た
は
避
難
路
に
面
し
て
い
る
危
険

性
の
高
い
既
存
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
（
※

１
）
の
安
全
対
策
を
行
う
も
の
（
高
知
県
に
登
録
し
た

工
務
店
ま
た
は
建
築
業
者
が
実
施
す
る
も
の
）。

※
１
　

「
危
険
性
の
高
い
既
存
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ

ク
塀
等
」
と
は
、
補
強
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ

ク
塀
・
組
積
造
の
塀
、
そ
れ
ぞ
れ
の
点
検
表
に

従
い
点
検
し
た
結
果
、安
全
対
策
が
必
要
と
評

価
さ
れ
た
も
の
を
い
い
ま
す
。

◆
補
助
金
額

　

１
件
に
つ
き
20
万
円（
上
限
）
　

※
補
助
対
象
経
費
が
20

万
円
に
満
た
な
い
場

合
、当
該
補
助
対
象
経

費
の
金
額
が
補
助
金

額
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

千
円
未
満
の
端
数
は

切
り
捨
て
に
な
り
ま

す
。

◆
募
集
件
数

　

15
件（
申
し
込
み
数
が
定
員
に
達
し
次
第
、募
集
終
了
）

◆
申
し
込
み
方
法（
提
出
書
類
）

　

市
役
所
地
震
防
災
課
で
申
請
書
と
点
検
表
を
配
布

し
て
お
り
ま
す
。

　

・
申
請
書（
押
印
し
た
も
の
）

　

・
点
検
表（
補
強
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
・
組
積
造

の
塀
の
い
ず
れ
か
）

…
点
検
結
果
を
記
入
し
、
区
長
ま
た
は
自
主
防
災
組

織
の
代
表
者
の
証
明
を
も
ら
う
。

　

・
納
税
証
明
書

　

・
位
置
図
・
配
置
図
・
平
面
図
等
（
業
者
に
作
成
し
て
も

ら
う
）

　

・
対
策
事
業
費
見
積
書
（
内
訳
を
記
載
し
た
も
の
に
限

る
）

4
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【次世代スピーカー】
ホーンアレイスピーカ整備したリヤカー

毎月第1日曜日は「四万十市自主防災の日」
来月は７月６日（日）～台風や豪雨の時期です。気象情報に注意しましょう！～

老
朽
住
宅
除
却
事
業（
本
年
度
新
設
！
）

こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

（
市
）地
震
防
災
課
　

☎（
３
５
）２
０
４
４

◆
３
つ
の
補
助
制
度（
家
具
転
倒
防
止
対
策
事
業
、ブ
ロ
ッ
ク
塀
耐
震
対
策
事

業
、老
朽
住
宅
除
却
事
業
）の
受
付
開
始
日

  

６
月 

16
日（
月
）

市
役
所
３
階
地
震
防
災
課
ま
で
お
越
し
い
た
だ
き
、申
請
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
家
屋
】昭
和
56
年
５
月
31
日
ま
で
に
着
工
さ
れ
た
住
宅

【
事
業
概
要
】 

○
住
宅
耐
震
診
断
費
補
助（
木
造
住
宅
は
無
料
！
）

高
知
県
に
登
録
さ
れ
た
耐
震
診
断
士
を
派
遣
し
、住
宅
の
耐
震
度
を
調

査
。

※
非
木
造
住
宅（
鉄
骨
造
や
一
部
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
な
ど
）は

補
助
制
度 

○
住
宅
耐
震
設
計
費
補
助

　

右
記
耐
震
診
断
で
評
点
が「
倒
壊
の
可
能
性
が
あ
る
」と
さ
れ
た
住
宅

に
つ
い
て
、改
修
設
計
費
の
２
／
３（
上
限
20
万
円
）を
補
助
。

○
住
宅
耐
震
改
修
費
補
助

　

右
記
耐
震
診
断
、設
計
を
経
て
行
う
耐
震
改
修
工
事
に
つ
い
て
、工
事

費
の
10
／
10（
上
限
90
万
円
）を
補
助
。

★
そ
れ
ぞ
れ
の
申
し
込
み
に
は
申
請
書
と
そ
の
他
必
要
書
類
を
提
出
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま
ず
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

（
広
報
４
月
号
に
も
詳
細
を
掲
載
し
て
い
ま
す
）。

住
宅
耐
震
化
事
業
の
補
助
も
随
時
受
付
中
! !

住
宅
耐
震
化
事
業
の
補
助
も
随
時
受
付
中
! !

　

地
震
の
強
い
揺
れ
に
よ
り
、老
朽
化
し
た
住
宅
が
倒
壊
す
れ
ば
、避
難
や
救
助
活
動
等
に
支
障
が
出

た
り
、隣
接
す
る
住
宅
に
倒
れ
か
か
っ
た
り
し
て
被
害
を
拡
大
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。市
で
は

老
朽
住
宅
の
除
却
費
用
に
つ
い
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

◆
補
助
要
件

　

・
四
万
十
市
内
に
あ
る
住
宅
で
あ
る
こ
と
。

　

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
住
宅
で
あ
る
こ
と
。

　

・
倒
壊
や
火
災
に
よ
り
周
囲
の
住
宅
や
避
難
路
等
に
被
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
住
宅
で
あ
る

　

  

こ
と
。

　

・
住
宅
の
老
朽
度
が
一
定
の
条
件
を
満
た
す
も
の（
市
の
定
め
た
老
朽
度
の
測
定
基
準
に
基
づ
い
て

　

  

審
査
し
た
結
果
、老
朽
住
宅
と
し
て
認
定
さ
れ
た
も
の
）。

◆
補
助
金
額

　

老
朽
化
し
た
住
宅
の
除
却
費
用
の
８
／
10（
上
限
１
０
０
万
円
）を
補
助
。

◆
募
集
件
数

　

10
件（
申
し
込
み
数
が
定
員
に
達
し
次
第
、募
集
終
了
）

◆
申
し
込
み
方
法（
申
請
書
以
外
の
提
出
書
類
）

　

①
老
朽
住
宅
と
し
て
の
認
定
申
請

　
　

・
住
宅
の
位
置
図

　
　

・
土
地
・
家
屋
課
税
明
細
書
の
写
し

　
　
　
　

審
査
後
、認
定
と
な
っ
た
ら
…

　

②
補
助
申
請

　
　

・
老
朽
住
宅
と
し
て
の
認
定
通
知
書
の
写
し（
①
の
申
請
に
基
づ
い
て
市
が
通
知
し
た
も
の
）

　
　

・
納
税
証
明
書

　
　

・
除
却
工
事
の
見
積
書（
内
訳
を
記
載
し
た
も
の
に
限
る
）

平
成
26
年
６
月
号

5



6

平
成
26
年
６
月
号



　

市
県
民
税
は
前
年
の
課
税
所
得
に
応
じ

て
課
税
さ
れ
る
所
得
割
と
、定
額
で
課
税
さ

れ
る
均
等
割
の
合
計
に
よ
り
課
税
金
額
を

決
定
し
ま
す
が
、平
成
26
年
度
か
ら
平
成
35

年
度
ま
で
防
災
関
連
費
用
の
財
源
を
確
保

す
る
た
め
、
市
民
税
均
等
割
・
県
民
税
均
等

割
に
そ
れ
ぞ
れ
5
0
0
円
加
算
さ
れ
ま
す
。

平
成
25
年
度
ま
で

　

市
民
税
均
等
割
　

３
０
０
０
円

　

県
民
税
均
等
割
　

１
５
０
０
円

　

合
　
　
　
　

計
　

４
５
０
０
円

平
成
26
年
度
か
ら
平
成
35
年
度
ま
で

　

市
民
税
均
等
割
　

３
５
０
０
円

　

県
民
税
均
等
割
　

２
０
０
０
円

　

合
　
　
　
　

計
　

５
５
０
０
円

■
平
成
26
年
度
の
普
通
徴
収
第
１
期
納
期

限
は
６
月
30
日
で
す
。納
期
限
内
の
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
庁
）税
務
課
　

市
民
税
係

　

☎（
3
4
）1
1
1
2（
課
税
に
つ
い
て
）

　
　
　
　
　
　
　
　

収
納
係

　

☎（
3
5
）5
5
5
2（
納
税
に
つ
い
て
）

　

（
総
合
支
所
）西
土
佐
税
務
分
室

　

☎（
5
2
）1
1
1
1

平
成
26
年
度

　

市
県
民
税
に
つ
い
て

■
課
税
限
度
額
に
つ
い
て

■
軽
減
基
準
に
つ
い
て

　

2
割
軽
減
お
よ
び
5
割
軽
減
の
判
定

基
準
が
改
正
さ
れ
、軽
減
対
象
と
な
る
世

帯
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。軽
減
は
前

年
の
所
得
に
応
じ
て
自
動
的
に
適
用
さ

れ
る
た
め
、届
出
等
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

が
、未
申
告
の
世
帯
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
、前
年
の
所
得
に
つ
い
て
必
ず
申

告
を
済
ま
せ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
本
庁
税
務
課
ま
た
は
西
土
佐
税

務
分
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
　
　

庁
）税
務
課 

市
民
税
係

　

☎（
３
４
）１
１
１
２

　

（
総
合
支
所
）西
土
佐
税
務
分
室

　

☎（
５
２
）１
１
１
１

国
民
健
康
保
険
税
の
課

税
基
準
が
変
わ
り
ま
す

現
行
の

　
　

限
度
額

医
療
保
険
分

（
基
礎
分
）

後
期
高
齢
者

支
援
金
等
分

介
護
保
険
分

合
　
　
　

計

改
正
後
の

　
　

限
度
額

51
万
円

14
万
円

16
万
円

12
万
円

14
万
円

77
万
円

81
万
円

　

『
幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
租
税
債

権
管
理
機
構
』
で
は
、
幡
多
６
市
町
村
か
ら

徴
収
困
難
な
地
方
税
滞
納
案
件
の
移
管
を

引
き
受
け
、
滞
納
処
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

に
て
不
動
産
の
公
売
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
入
札
参
加
申
込
期
間

　

6
月
12
日
23
時
ま
で

　
　

■
入
札
期
間

　

6
月
19
日
13
時
〜
26
日
13
時

　

※
公
売
物
件
情
報
に
つ
い
て
は
当
機
構
　

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
租
税
債

　

権
管
理
機
構
　

　

四
万
十
市
中
村
山
手
通
19

　

高
知
県
幡
多
総
合
庁
舎
3
階

　

☎（
3
4
）1
3
0
1　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
不
動

産
公
売
に
つ
い
て

　

高
知
県
U
・
I
タ
ー
ン
人
材
情
報
シ
ス
テ

ム
は
、高
知
県
へ
の
U
・
I
タ
ー
ン
就
職
希
望

者（
県
外
在
住
既
卒
者
）と
県
内
求
人
企
業
の

双
方
に
、求
人
・
求
職
情
報
の
提
供
を
行
う
シ

ス
テ
ム
で
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込

み
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ

い
。ま
た
、県
外
に
お
住
ま
い
の
ご
家
族
や
お

知
り
合
い
に
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
申
込

書
の
郵
送
を
ご
希
望
さ
れ
る
人
は
左
記
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

高
知
県
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
企
業
就
職
等
支
援

　

セ
ン
タ
ー

 

（
高
知
市
丸
ノ
内
１-

２-

20
高
知
県
商
工
労

　

働
部
雇
用
労
働
政
策
課
内
）

　

○
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

０
１
２
０-

１
０
３-

２
４
５

　
　

（
平
日
９
時
〜
16
時
）

　

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

h
ttp
:/
/
u
i-tu
rn
.p
re
f.k
o
c
h
i.lg
.jp

高
知
県
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
人
材

情
報
シ
ス
テ
ム
の
ご
案
内

平
成
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６
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市
で
は
有
機
農
業
推
進
の
一
環
と
し
て
化
学
肥
料
に
頼
ら
な

い
土
づ
く
り
の
た
め
に
市
内
で
生
産
し
販
売
さ
れ
て
い
る
畜
産

た
い
肥
や
有
機
物
の
購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
に
な
る
方

　

市
内
の
農
業
者
個
人
ま
た
は
団
体

■
助
成
対
象
期
間
に
つ
い
て

　

購
入
・
委
託
前
に
事
前
に
交
付
申
請
を
し
た
も
の
で
平
成
27

年
３
月
31
日
ま
で
の
も
の

■
助
成
内
容

た
い
肥
等
の
購
入
費
の
一
部
助
成

　

畜
産
た
い
肥
・
も
み
が
ら
た
い
肥
な
ど
の
購
入
費
の

１
／
３
以
内
を
助
成（
上
限
額
　

個
人
2
万
円
、団
体
5
万
円
）

た
い
肥
等
散
布
委
託
費
の
一
部
助
成

　

農
作
業
受
託
組
織
等
へ
機
械
散
布
委
託
に
要
し
た
経
費

の
1
／
３
以
内
を
助
成

主
な
た
い
肥
の
販
売
先

　

岡
村
牧
場（
牛
ふ
ん
た
い
肥
）
　

☎（
3
7
）0
3
8
6

　

安
田
牧
場（
牛
ふ
ん
た
い
肥
）
　

☎（
3
5
）2
5
8
4

　

竹
村
綜
合
建
設
（
土
壌
お
た
す
け
く
ん
【
鶏
ふ
ん
た
い
肥
】
）

　

☎（
5
2
）1
5
2
1

　

Ｊ
Ａ
高
知
は
た
西
土
佐
支
所（
山
西
有
機
肥
料【
牛
ふ
ん
た

　

い
肥
】）
　

☎（
5
2
）1
0
0
7

　

四
万
十
市
有
機
物
供
給
施
設（
も
み
が
ら
た
い
肥【
鶏
ふ
ん

　

た
い
肥
】）
　

☎（
5
4
）1
5
4
5

※
た
い
肥
の
運
搬
方
法
・
価
格
に
つ
い
て
は
販
売
先
へ
事
前
に
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

（
本
　
　

庁
）農
林
課 

農
業
振
興
係
　

☎（
３
４
）１
１
１
７

　

（
総
合
支
所
）産
業
建
設
課
　

       

　

☎（
５
２
）１
１
１
１

た
い
肥
等
有
機
物
利
用
促
進
事
業

　

厚
生
労
働
省
は
、
平
成
25
年
11
月
29
日
に
労
働
安
全

衛
生
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
25
年
厚
生

労
働
省
令
1
2
5
号
）を
公
布
し
ま
し
た
。

　

こ
の
改
正
に
伴
い
、事
業
者
が「
伐
木
等
機
械
の
運
転

の
業
務
」「
走
行
集
材
機
械
の
運
転
の
業
務
」「
簡
易
架
線

集
材
装
置
の
運
転
又
は
架
線
集
材
機
械
の
運
転
の
業

務
」に
労
働
者
を
就
か
せ
る
と
き
は
、特
別
教
育
の
実
施

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。（
※
こ
の
他
に
も
機
械
等
に

関
連
す
る
条
項
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
詳
細
に
つ

い
て
は
省
令
等
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
）
ま
た
、
こ
の
改

正
と
合
わ
せ
て
安
全
衛
生
特
別
教
育
規
程
の
一
部
改
正

（
平
成
25
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
3
6
3
号
）も
行
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
運
転
業
務
に
係
る
特
別
教
育
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
も
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
特
別
教
育
に
係
る
条
項
の
施
行
日
は
「
平
成
26
年
12

月
1
日
」で
す
。事
業
者
は
施
行
日
ま
で
に
従
事
者
に

対
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ
く
特
別
教
育
を
受
講

さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
特
別
教
育
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
高
知
県
林
業
労
働

力
確
保
支
援
セ
ン
タ
ー
等
に
て
、
実
施
体
制
が
整
い

次
第
、開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

■
関
連
す
る
受
講
済
み
の
教
育
等
お
よ
び
運
転
業
務
の

経
験
に
よ
り
、
特
別
教
育
科
目
の
一
部
が
省
略
さ
れ

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　

　

（
県
）林
業
振
興
・
環
境
部
森
づ
く
り
推
進
課

　

担
い
手
対
策
担
当

　

☎
0
8
8(

8
2
1
）4
5
7
1

車
両
系
木
材
伐
出
機
械
等
の
運
転

に
関
す
る
特
別
教
育
の
義
務
規
定

が
新
た
に
設
け
ら
れ
ま
し
た

４
月
15
日
〜
５
月
14
日

４
月
15
日
　

市
民
憲
章
推
進
協
議
会
総
会

　
　

16
日
　

高
知
県
市
長
会
議（
土
佐
市
）

　
　

17
日
　

し
ま
ん
と
市
民
祭
実
行
委
員
会
　

正
副
会
長
会

お
よ
び
理
事
会

　
　

18
日
　

介
護
保
険
制
度
改
革
に
か
か
る
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー（
高
知
市
）

　
　

19
日
　

西
土
佐
観
光
川
開
き

　
　

20
日
　

武
道
館
落
成
式

　
　
　
　
　

後
川
分
団
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
の
入
魂

祝
賀
会

　
　

21
日
　

し
ま
ん
と
市
民
祭
実
行
委
員
会
総
会

　
　

22
日
　

高
知
県
庁
訪
問（
高
知
市
）

　
　

23
日
　

わ
か
ふ
じ
寮
避
難
ス
ペ
ー
ス
整
備
落
成
式

　
　

24
日
　

西
土
佐
地
区
区
長
会

　
　

25
日
　

西
土
佐
小
組
合
長
会

　
　
　
　
　

日
赤
社
資
四
万
十
市
地
区
目
標
額
設
定
会
議

　
　
　
　
　

四
万
十
川
国
際
音
楽
祭
２
０
１
４
第
１
回
実
行

委
員
会

　
　
　
　
　

消
防
団
内
助
功
労
者
表
彰
式
　

　
　

28
日
　

臨
時
市
議
会

　
　
　
　
　

市
産
業
振
興
計
画
検
討
チ
ー
ム

５
月
２
日
　

高
知
県
予
土
線
利
用
促
進
対
策
協
議
会
総
会

　
　

３
日
　

土
佐
一
條
公
家
行
列「
藤
祭
り
」

　
　

５
日
　

堂
ヶ
森
地
蔵
祭
り

　
　

８
日
　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
実
施
委
員
会

　
　

９
日
　

四
国
都
市
教
育
長
連
絡
協
議
会
総
会

　
　
　
　
　

高
知
県
市
町
村
道
整
備
促
進
協
議
会
通
常
総
会

（
高
知
市
）

　
　

11
日
　

四
万
十
川
総
合
水
防
演
習

　
　

12
日
　

市
民
側
溝
清
掃
土
砂
収
集
運
搬
作
業
出
発
式

　
　
　
　
　

道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
高
知
県
地
方
協
議

会 

理
事
会
・
通
常
総
会
お
よ
び
道
路
整
備
促
進

高
知
県
大
会（
高
知
市
）

　
　

13
日
　

四
国
市
長
会
議（
徳
島
県
阿
南
市
）

　
　
　
　
　

高
知
県
産
業
振
興
推
進
部
、
観
光
振
興
部
と
の

意
見
交
換
会（
高
知
市
）

　
　

14
日
　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
お
け
る
国
会
決
議
の
実
現
と
情

報
開
示
を
求
め
る
緊
急
国
民
集
会（
東
京
）

市
長
日
誌
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５
月
11
日
（
日
）
、
中
村
地
域
の
指
定
の
地

区
で
、市
民
側
溝
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　

旧
中
村
市
時
代
か
ら
実
施
し
て
い
る
こ
の

清
掃
は
、今
年
で
46
回
目
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
清
掃
は
、悪
臭
防
止
・
病
害
虫
の
発
生

抑
制
等
を
目
的
に
、
四
万
十
市
民
憲
章
推
進

協
議
会
、四
万
十
市
、市
民
の
皆
さ
ん
が
協
働

で
、『
環
境
美
化
活
動
の
日
』
と
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
側
溝
か
ら
上
げ

ら
れ
た
土
砂
等
は
、
翌
日
の
月
曜
日
に
下
記

の
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
会
員
お
よ
び
市
職

員
等
が
回
収
し
ま
し
た
。
回
収
し
た
土
砂
等

の
量
は
ダ
ン
プ
約
60
台
分
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
側
溝
清
掃
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た

皆

さ

ん

、

大
変
あ
り

が
と
う
ご

ざ
い
ま
し

た
。

　

今
後
も

四
万
十
市

の
環
境
美

化
活
動
に

ご
協
力
を

お
願
い
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）環
境
生
活
課

　

☎（
3
4
）6
1
2
6

市
民
側
溝
清
掃
　
　

〜
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
〜

　

平
成
25
年
度
に
次
の
方
々
か
ら
四

万
十
川
清
流
保
全
基
金
に
総
額

1
9
0
万
5
6
7
9
円
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

㈱
サ
ニ
ー
マ
ー
ト
様

㈱
フ
ジ
様

㈱
ウ
イ
ル
様

中
村
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
様

四
万
十
Ｄ
＆
Ｈ
様

（
公
財
）四
万
十
市
体
育
協
会
様

四
万
十
市
レ
ジ
袋
削
減
推
進
会
議
様

四
万
十
の
日
実
行
委
員
会
様

　

四
万
十
川
の
清
流
保
全
の
た
め
に

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

併
せ
て
、
各
団
体
が
設
置
し
て
い

る
募
金
箱
に
寄
付
を
し
て
い
た
だ
い

た
皆
さ
ま
に
も
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

５
月
１
日
よ
り
、
新
し
く
１
人
の
監

査
委
員
が
就
任
し
、
四
万
十
市
監
査
委

員
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

旧中村町内全域（不破・角崎を除く）、緑ヶ丘団地、カツラ山団地（四万十ニュータウン含む）

丸の内ハイランド

古津賀第１・２団地、安並団地、秋森団地、雅ヶ丘団地、南の風団地

渡川１～３丁目、具同田黒１～３丁目、中組（森沢分岐以東）、赤松団地、自由ヶ丘団地、

自由ヶ丘東、栄団地、あいのさわ団地、中山団地、西組（みどり団地ほか）

井沢団地、松ノ山、下田、串江、水戸

楠島団地

有岡団地、民部の里

中　村

東　山

具　同

下　田

東中筋

中　筋

【実施地区】

【協力団体】

≪建設協会≫大和建設㈱、中山興業㈱、福原建設㈱、刈谷建設㈱、㈲港重機建設、松倉建設工業㈱、㈲

刈谷土木、植田興業㈱、㈱金沢建設、㈱ダイリン、㈱田辺豊建設、㈲渡辺土木、中脇建設㈲、㈲杉原建

設、明星建設㈲　≪建築協会≫サイバラ建設㈱、豚座建設㈱　

ＪＡ高知はた農業協同組合、中村警察署、中村河川国道事務所、四万十森林管理署、社会福祉協議会、

中村市森林組合、公園管理公社、幡多福祉保健所、幡多土木事務所、四万十市議会

寄
付
の
お
礼

監
査
委
員
を

　
　
　

紹
介
し
ま
す

 はま　　だ 　　　　しゅう　いち

濱 田  修 一
 にし　 うら　　　　　　　 しげる

西 浦 　  茂
 しら　　き　　　　 かず　　よし

白 木  一 嘉

代表監査

識見を有する者から選任

識見を有する者から選任

市議会議員から選任

氏 名（敬称略） 備  考

新任平
成
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年
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４
月
24
日
〜
25

日
に
か
け
て
、児
童

の
稚
ア
ユ
放
流
体

験
が
行
わ
れ
、四
万

十
川
本
流
で
は
中

村
南
小
学
校
の
２

年
生
32
人
、支
流
後

川
で
は
蕨
岡
小
学

校
の
１
・
２
年
生
8

人
が
体
験
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
学
習
は
、四
万
十
川
中
央
漁
業
協
同

組
合
が
行
う
放
流
事
業
の
一
環
で
、子
ど
も
た
ち

に
地
元
の
河
川
や
魚
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、

市
と
協
力
し
て
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
の
皆
さ
ん
は
、中
央
漁
協
組
合
員
の
方
か

ら
稚
ア
ユ
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、バ
ケ
ツ

に
入
っ
た
10
セ
ン
チ
程
度
の
稚
魚
と
ご
対
面
。

「
大
き
く
な
っ
て
ね
。」と
声
を
か
け
な
が
ら
一
斉

に
放
流
し
、元
気
に
泳
い
で
行
く
稚
ア
ユ
を
見
送

り
ま
し
た
。

中
村
南
小
・
蕨
岡
小
の
児
童
が

稚
ア
ユ
放
流
体
験

　

４
月
25
日
、
下
田
小
学
校
５
年
生
の

児
童
６
人
が
、
四
万
十
市
下
田
の
四
万

十
川
河
口
で
ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
を
放
流
し

ま
し
た
。

　

ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
放
流
は
下
田
漁
業
組

合
が
30
年
ほ
ど
前
か
ら
毎
年
実
施
し
て

お
り
、
地
域
の
児
童
た
ち
に
自
然
を
身

近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、
市
と
協
力

し
て
平
成
21
年
か
ら
環
境
学
習
を
併
せ

て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
児
童
は
、
普
段
見
慣
れ
な

い
ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
に
『
元
気
に
育
っ
て

ほ
し
い
』と
思
い
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

下
田
小
学
校

　

ヒ
ラ
メ
稚
魚
放
流

　
　

ー
元
気
に
育
っ
て
ね
ー

　

４
月
19
日（
土
）、四
万
十
川
び
ら
き
実
行
委
員
会
の
主
催
で
「
四
万
十
川

び
ら
き
＆
春
の
う
ま
い
も
の
マ
ル
シ
ェ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
晴

天
に
恵
ま
れ
、市
内
外
よ
り
約
8
0
0
人
の
来
客
が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
西
土
佐
用
井
の
四
万
十
・
川
の
駅
カ
ヌ
ー
館
下
の「
四
万

十
ひ
ろ
ば
」で
は
、体
験
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
カ
ヌ
ー
、屋
形
船
、た
け
の
こ
掘

り
、ツ
リ
ー
イ
ン
グ
な
ど
が
行
わ
れ
、た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
で
賑
わ
い
、

飲
食
コ
ー
ナ
ー
で
は
鮎
の
塩
焼
き
、
四
万
十
う
ど
ん
、と
り
天
な
ど
の
地
域

自
慢
の
盛
り
だ
く
さ
ん
の
う
ま
い
も
の
を
大
勢
の
方
が
味
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
ホ
テ
ル
星
羅
四
万
十
開
館
20
周
年
記
念
と
し
て
、
足
を
地
面
で

蹴
っ
て
進
む
子
供
用
バ
イ
ク
の
ス
ト
ラ
イ
ダ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
が
同
時
開
催

さ
れ
、白
熱
し
た
レ
ー
ス
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
満
足
げ
な
笑
顔
と
大
人
た
ち
の
笑
い
声
が
絶
え
な
い
、大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

四
万
十
川
び
ら
き
＆

　
　
　
　
　
　

春
の
う
ま
い
も
の
マ
ル
シ
ェ
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幡
多
路
の
公
家
行
列

奥
屋
内
　

山
茶
摘
み
体
験

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
の
５
月

３
日
（
土
）
に
、
雅
や
か
に
土
佐
一
條
公
家
行

列
「
藤
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
公

家
行
列
は
、
中
村
御
所
に
就
く
一
條
教
房
の

入
府
を
再
現
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
今
年

の
教
房
役
を
尾
崎
正
直
知
事
が
務
め
ら
れ
、

知
事
の
勇
ま
し
い
馬
上
姿
が
観
客
を
魅
了

し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
の
行
列
率
い
る
玉
姫
様
は
、

歴
代
最
年
少
の
県
立
幡
多
農
業
高
校
１
年
、

伊
吹
美
乃
さ
ん
で
、
カ
メ
ラ
を
向
け
る
人
た

ち
か
ら
の
「
玉
姫
様
こ
っ
ち
向
い
て
ー
！
」

と
の
要
望
に
も
、
か
わ
い
ら
し
い
笑
顔
で
応

え
て
い
ま
し
た
。

　

祭
り
の
終
盤
で
は
、
天

神
橋
ア
ー
ケ
ー
ド
で
恒
例

の
富
く
じ
が
ま
か
れ
、
観

客
の
歓
声
が
沸
き
ま
し
た
。

　

沿
道
に
は
遠
方
か
ら
来

ら
れ
た
観
光
客
の
姿
も
見

ら

れ

、
ゴ

ー

ル

デ

ン

ウ
ィ
ー
ク
中
の
好
天
の
中

「
藤
祭
り
」
で
街
中
が
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

５
月
11
日
（
日
）
、
奥
屋
内

上
地
区
住
民
グ
ル
ー
プ
「
か

じ
や
村
の
若
衆
会
」
の
主
催

に
よ
り「
山
茶
摘
み
体
験
」が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
暑
い
日
と
な
り
ま

し
た
が
、
山
か
ら
の
風
が
心

地
よ
い
茶
摘
み
日
和
で
、
家

族
連
れ
や
友
人
グ
ル
ー
プ
な

ど
約
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
山
茶
摘
み
体
験
を
通
じ
て
、
地

元
の
皆
さ
ん
と
山
茶
、
天
気
、
川
、
昔
話
な

ど
に
つ
い
て
語
り
、交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
と
に
ぎ
や
か
に
茶

摘
み
、
茶
煎
り
、
茶
揉
み
を
体
験
し
、
お
茶

の
葉
を
天
日
で
乾
燥
さ
せ
て
い
る
間
に
昼

食
を
と
り
ま
し
た
。昼
食
は
、地
域
住
民
グ

ル
ー
プ「
黒
尊
む
ら
」の
皆
さ
ん
の
手
料
理

で
、し
し
汁
、地
元
で
採
れ
た
新
鮮
野
菜
の

サ
ラ
ダ
や
天
ぷ
ら
、鹿
肉
の
炭
火
焼
、山
菜

の
お
ひ
た
し
や
煮
物
、
鋼
の
釜
で
炊
い
た

ご
飯
、田
舎
寿
司
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
も
の

が
並
び
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
子
ど
も

の
頃
の
よ
う
に
、た
く
さ
ん
動
い
て
、た
く
さ
ん
笑
っ
た
」と
の
声
も
聞
か
れ
、豊

か
な
自
然
、愛
情
た
っ
ぷ
り
の
手
料
理
に
、心
も
体
も
癒
さ
れ
た
様
子
で
し
た
。
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「
安
並
水
車
の
里
」

ア
ジ
サ
イ
の
剪
定
作
業

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

翌
年
も
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
る
た

め
に
、
ま
た
、
剪
定
し
た
ア
ジ
サ
イ
を

持
っ
て
帰
っ
て
も
ら
い
挿
し
木
で
育
て

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
剪
定
作
業
を

行
い
ま
す
。

【
日
　

時
】６
月
28
日（
土
）７
時
〜
11
時

　
　
　
　

小
雨
決
行

【
集
合
場
所
】安
並
水
車
の
里

　
　
　
　
　

（
ト
イ
レ
付
近
）

【
用
意
す
る
も
の
】

　

剪
定
ば
さ
み
、
軍
手
、
ア
ジ
サ
イ
を
　

　

持
っ
て
帰
る
袋
等
は
各
自
で
ご
用
意

　

く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
】

　

６
月
25
日
（
水
）
ま
で
に
電
話
で
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　　

技
術
指
導
は
四
万
十
市
公
園
管
理
公

社
が
行
い
ま
す
。事
故
に
つ
い
て
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
保
険
で
対
応
し
ま
す
。

※

水
車
の
里
を
彩
る
ア
ジ
サ
イ
は
定
期

　

的
な
植
替
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。き
れ

　

い
な
種
類
や
珍
し
い
種
類
の
ア
ジ
サ

　

イ
の
挿
し
穂
を
譲
っ
て
い
た
だ
け
る

　

人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

（
市
）観
光
課
　

☎（
3
4
）1
7
8
3

せ
ん
て
い

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
中
村
・

宿
毛
線

団
体
利
用
・
列
車
貸
切
利
用

運
賃
特
別
割
引　

　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
を
８
人
以
上
の

団
体
で
利
用
す
る
場
合
の
団
体
料
金

と
、
列
車
を
貸
切
で
利
用
す
る
場
合
の

貸
切
料
金
が
期
間
限
定
で
以
下
の
と
お

り
割
引
き
に
な
り
ま
す
。

　

団
体
利
用
や
列
車
貸
切
利
用
の
運
賃

は
通
常
の
利
用
と
比
べ
て
お
得
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
割
引
を
実
施
し

ま
す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
ぜ
ひ
土
佐
く
ろ
し
お

鉄
道
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間
　

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

割
引
対
象
者

　

団
体
旅
客
運
賃
、
貸
切
旅
客
運
賃
を

　

支
払
す
る
団
体
、個
人
。

　

※

旅
行
会
社
が
主
催
す
る
ツ
ア
ー
等

　
　

に
か
か
る
物
を
除
く
。

割
引
区
間

　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
中
村
・
宿
毛
線

　

窪
川
駅
〜
宿
毛
駅
の
全
区
間

　

※

窪
川
以
東
の
路
線
は
対
象
外

割
引
率
　

下
記
の
と
お
り

申
込
方
法

　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
㈱
に
団
体
利

用
、
貸
切
利
用
の
申
し
込
み
を
す
る
際

に
、同
時
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

割
引
実
施
期
間
内
で
あ
っ
て
も
、
予

　

算
の
都
合
上
、
割
引
実
施
を
終
了
す

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

　

だ
さ
い
。

◎
お
！
な
か
・
す
く
線
ウ
ォ
ー
ク

　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
で
は
、
左
記
の
と
お
り
駅
か
ら

ウ
ォ
ー
ク
を
開
催
し
ま
す
。

四
万
十
川
花
紀
行
シ
リ
ー
ズ

第
３
弾

い
の
ち
輝
く
　

ト
ン
ボ
王
国
散
策
と
睡
蓮
ま
つ
り

ウ
ォ
ー
ク

　

世
界
初
の
ト
ン
ボ
保
護
区
と
な
っ
た
ト
ン
ボ
自
然
公

園
の
散
策
と
学
遊
館
で
体
験
学
習
を
し
ま
す
。ト
ン
ボ
池

に
浮
か
ぶ
緑
の
葉
と
そ
の
間
に
ポ
ツ
リ
ポ
ツ
リ
と
赤
や

白
の
花
を
つ
け
る
睡
蓮
、そ
の
色
合
い
が
池
と
調
和
し
て

夏
の
暑
さ
を
少
し
和
ら
げ
て
く
れ
ま
す
。
お
帰
り
は
、
四

万
十
川
を
渡
る
プ
チ
列
車
の
旅
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

参
加
を
ご
希
望
の
方
は
申
込
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
　
　

程
　

７
月
19
日（
土
）
　

10
時
10
分
集
合

集
合
場
所
　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
中
村
駅

行
　
　

程

　

10
時
10
分

　
　

中
村
駅
出
発
〜
徒
歩
で
ト
ン
ボ
自
然
公
園
へ

　

11
時

　
　

ト
ン
ボ
自
然
公
園
・
四
万
十
学
遊
館
到
着
　

散
策

　

12
時
　

昼
食（
お
弁
当
）昼
食
後
体
験
学
習

　

15
時
01
分
　

具
同
駅
発
〜
列
車
で
中
村
駅
へ

　

15
時
04
分

　
　

中
村
駅
到
着
・
解
散（
総
歩
行
距
離
約
５
・
３
㎞
）

参
加
費

　

２
千
円（
昼
食
・
体
験
学
習
料
・
鉄
道
運
賃
・
保
険
料
込
み
）

申
込
締
切
　

７
月
11
日（
金
）

※

列
車
を
利
用
し
て
中
村
駅
に
来
た
参
加
者
に
は

　

１
０
０
円
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
！

　

ぜ
ひ
、列
車
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
株
式
会
社

　

☎（
３
５
）４
９
６
１

通常の運賃に比べて
8人～100人　　　10％引き
101人～300人　　20％引き
301人以上　　　  30％引き
さらに、
中学生は割引率を20％上乗せ
その他の学生は　10％上乗せ

下記の区間の往復で
中村駅～宿毛駅間　35,280円
中村駅～窪川駅間　61,200円
宿毛駅～窪川駅間　89,280円

従来の団体旅客運賃から、
さらに1/2割引き。

ただし、1人当たりの特別割引
額は500円まで。また、1団体1
回の利用につき20,000円ま
で。

列車貸切利用料金から
1/3割引き。
ただし、１回の利用につき
20,000円まで。

保育園、小学校遠足・婦人団体等旅行
※窪川以東に行く場合でも土佐くろしお鉄道区
間は対象になります。

例）保育園遠足　宿毛～入野40人利用した場合
通常運賃 小児　440円×0.8   ≒　　360円
40人の場合　　 360円×40　≒  14,400円
特別割引の　14,400円×1/2  ≒　 7,200円
※1人当たり　180円

カラオケ列車（カラオケ設備別途要）
同窓会、婚活、忘年会、結婚披露宴等
例）中村駅～窪川駅間で利用した場合
61,200円×2/3　≒　40,800

団
体
旅
客
運
賃

運
賃

従来の運賃 特別割引 利用例

………
……

………
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【問い合わせ先】（本庁）保健介護課  0(34)1115　（総合支所）保健課　0(52)1132

61年に1度は健診を

胸部レントゲン（肺がん）検診

マム＆チルドレン

妊婦教室

出張健康相談

乳幼児（赤ちゃん）相談

ママタッチ教室

離乳食相談、歯科相談

胸部レントゲン（肺がん）検診

定例健康相談

乳児健診

1歳9カ月児健診

胃がん検診

ひまわり健診 注 /前立腺がん検診

ひまわり健診 注 /前立腺がん検診

胃がん検診

マム＆チルドレン

特定健診 注 /前立腺がん検診

ぴよっこクラブ（親子の集い）

特定健診 注 /前立腺がん検診

乳児健診

ひまわり健診 注 /前立腺がん検診

ひまわり健診 注 /前立腺がん検診

胃がん検診

胃がん検診

3歳児健診

巡回

具同体育センター

健康管理センター

ＪＡ高知はた西土佐支所

健康管理センター

巡回

西土佐分署横

健康管理センター

健康管理センター

文化センター

中半体育館

藤ノ川集会所

文化センター

具同体育センター

水戸公民館

西土佐保健センター

古津賀ふれあい会館

健康管理センター

津野川集会所

口屋内出張診療所

中央公民館

中央公民館

健康管理センター

富山全地区

後川全地区

後川全地区

街地区

下田地区

古津賀地区

街地区

街地区

個別通知

10:00～11:30

13：30～15：30

9：00～11：00

9：30～11：00、13：15～14：30

 9：30～11：00

13：15～14：30

個別通知

9：00～11：00

12:50～13:30

12:50～13:30

8：00～9：30

9：30～10：30

13：30～14：30

8：00～9：30

10:00～11:30

9：30～10：30

13：30～14：30

9：30～11：30

9：30～11：00

13：30～15：00

12:50～13:30

9：30～10：30

13：30～14：30

8：00～9：30

8：00～9：30

12:50～13:30

9日(月)

11日（水）

13日（金）

16日(月)

18日(水)

20日（金）

24日（火）

25日（水）

26日（木）

1日（火）

2日（水）

3日（木）

4日（金）

時　　間

6月

7月

事　　業　　名月日 場　　所該当地区

注 特定健診（生活習慣病健診）とひまわり健診は、40歳以上の国民健康保険に加入してる人で、受診券を送付している人 および、40歳以上の

　 協会けんぽ等に加入している被扶養者の人が対象です。

※6月6日（金）までの計画については、広報四万十5月号に掲載しています。

　

６
月
は「
現
況
届
」の
提
出
月
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
児
童
手
当
を
受
け
取
っ
て
い
る
人
は
子

ど
も
の
養
育
状
況
の
確
認
の
た
め
、「
現
況
届
」の

提
出
が
必
要
で
す
の
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

こ
の
届
出
が
な
い
と
、
６
月
以
降
の
手
当
が
受

け
取
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
平
成
26
年
５
月
１
日
以
降
の
転
入
、
出
生
に
よ

り
認
定
請
求
（
額
改
定
認
定
請
求
を
除
く
）
を

さ
れ
て
い
る
人
は
、「
現
況
届
」
の
手
続
き
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
受
付
期
間

　

６
月
２
日（
月
）〜
30
日（
月
）
　

　

※
土
、日
は
除
く

　

８
時
30
分
〜
12
時
、13
時
〜
17
時
15
分

■
必
要
な
も
の

・
現
況
届

・
認
め
の
印
鑑

・
請
求
者
の
健
康
保
険
証（
会
社
員
等
の
場
合
）な
ど

※
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
で
手
続
き
を
し
て
く

　

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
】

（
本
　
　

庁
）福
祉
事
務
所 

家
庭
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎（
３
４
）１
８
０
１

（
総
合
支
所
）福
祉
事
務
所 

西
土
佐
福
祉
分
室
　

　
　
　
　
　

☎（
５
２
）１
１
３
２

児
童
手
当
の「
現
況
届
」平

成
26
年
６
月
号
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■
対
象
地
域

　

仙
台
市
・
石
巻
市
・
気
仙
沼
市
・
岩
沼
市
・
東
松
島
市
・
亘
理
町
・
山
元
町
・
女
川
町
・
南
三
陸
町

■
受
診
期
間

　

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

■
検
査
内
容

　

特
定
健
診
等
の
基
本
項
目
に
沿
っ
た
血
圧
測
定
、尿
検
査
お
よ
び
血
液
検
査
な
ど

※

詳
細
な
健
診
項
目（
心
電
図
、眼
底
検
査
、貧
血
検
査
）は
医
師
が
必
要
と
認
め
た
時
に
行
い
ま
す
。

※

市
町
村
で
独
自
に
追
加
し
て
い
る
項
目
や
が
ん
検
診
等
は
除
か
れ
ま
す
。

■
受
診
の
流
れ

①
避
難
元
市
町
村
に
、特
定
健
診
等
を
受
診
し
た
い
旨
を
電
話
連
絡
等
に
よ
り
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

②
避
難
元
市
町
村
か
ら
、ア「
受
診
券
」、イ「
実
施
機
関
一
覧
表
」、ウ「
昨
年
度
の
健
診
結
果（
昨
年
受
け

た
人
）」が
送
付
さ
れ
ま
す
。

③「
実
施
機
関
一
覧
表
」に
掲
載
さ
れ
て
い
る
健
診
機
関
に
予
約
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

④
「
受
診
券
」、「
被
保
険
者
証
」、「
昨
年
度
の
健
診
結
果
」を
持
参
し
て
、健
診
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

（
健
診
の
自
己
負
担
額
は「
受
診
券
」に
記
載
さ
れ
て
い
る
金
額
と
な
り
ま
す
）

⑤
後
日
、健
診
機
関
か
ら
健
診
結
果
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

■
受
診
時
に
持
っ
て
行
く
も
の

①
受
診
券（
同
封
の
も
の
）
　
　
　
　
　
　
　

②
保
険
証

③
昨
年
度
の
健
診
結
果（
同
封
の
も
の
）

■
受
診
上
の
注
意

○
受
診
の
前
日
ま
た
は
当
日
の
食
事
や
服
薬
な
ど
に
つ
い
て
は
、受
診
す
る
健
診
機
関
に
確
認
し
て
く

　

だ
さ
い
。

ー
東
日
本
大
震
災
で
宮
城
県
か
ら
避
難
し
て
い
る
住
民
の
み
な
さ
ん
へ
ー

宮
城
県
の
一
部
の
市
町
村
で
は
、平
成
26
年
度
4
月
か
ら
、東
日
本
大
震
災
に
よ
り
他
地
域
に
避
難
し

て
い
る
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
ご
加
入
し
、か
つ
、次
の
対
象
地
域
か
ら
避

難
し
て
来
た
人
は
、避
難
先
で
も「
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
」を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】（
本
　
　

庁
）保
健
介
護
課 

保
健
衛
生
係
　

☎（
３
４
）１
１
１
５

（
総
合
支
所
）保
健
課 

保
健
係
　
　
　
　
　

☎（
5
2
）1
1
3
2

お
身
体
の
調
子
は
い
か
が
で
す
か
？

健
診
を
受
け
て
、御
自
分
の
身
体
の
様
子
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
！

①
〜
③
を
健
診
実
施
機
関
窓
口
に
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

※

健
診
の
自
己
負
担
額
は
、受
診
券
に
記
載

　

さ
れ
て
い
る
金
額
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
歯
周
病
と
全
身
の
病
気
と
の
関
係
で
す
。

　

歯
周
病
が
進
行
す
る
と
歯
周
病
菌
が
血
流
に
乗
っ
て
全
身
を
回
り
、心
臓
病

や
脳
卒
中
な
ど
の
命
に
か
か
わ
る
よ
う
な
病
気
に
関
連
す
る
こ
と
が
分
か
っ

て
き
ま
し
た
。歯
周
病
は
単
に
口
の
中
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、全
身
の
病
気
の

発
症
、悪
化
に
大
き
く
関
係
し
て
い
ま
す
。

歯
周
病
が
影
響
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
全
身
の
病
気

脳
梗
塞

　

歯
周
病
菌
な
ど
が
動
脈
硬
化
を
悪
化
さ
せ
、
脳
梗
塞
に
な
る
危
険
性

が
、健
康
な
人
の
2
倍
に
な
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

狭
心
症
・
心
筋
梗
塞

　

脳
梗
塞
と
同
様
、
動
脈
硬
化

の
悪
化
に
よ
り
起
こ
り
ま
す
。

細
菌
性
心
内
膜
炎

　

周
病
菌
な
ど
が
心
臓
の
弁
膜

や
内
膜
に
付
着
し
て
起
き
ま
す
。

糖
尿
病

　

歯
周
病
は
、糖
尿
病
の
合
併
症

の
一
つ
と
言
わ
れ
、歯
周
病
に
な

る
と
糖
尿
病
の
症
状
が
悪
化
す

る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

誤
嚥
性
肺
炎

　

歯
周
病
菌
な
ど
が
誤
っ
て
肺
に
入
っ
て
肺
炎
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

早
産
・
低
体
重
児
出
産

　

歯
周
病
に
よ
る
炎
症
物
質
が
、早
期
の
子
宮
収
縮
を
起
こ
し
、早
産
・
低

体
重
児
出
産
は
歯
周
病
に
か
か
ら
な
い
健
康
な
人
の
7
倍
に
な
る
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

＊
歯
周
病
を
口
の
中
だ
け
の
病
気
と
だ
け
考
え
て
軽
く
み
て
い
る
と
、思
わ
ぬ

病
気
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
よ
う
で
す
。身
体
の
健
康
を
保
ち
、日

頃
か
ら
歯
磨
き
を
行
い
、症
状
が
な
く
て
も
年
に
1
〜
2
回
は
定
期
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
！

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　

（
市
）保
健
介
護
課  

☎
　

(

３
４)

１
１
１
５

ご
え
ん
せ
い
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こ
の
実
践
塾
で
は
、介
護
者
と
介
護
専
門
職
が
共
に
認
知
症
ケ
ア
に
つ
い
て

学
び
実
践
す
る
こ
と
で
、家
族
の
介
護
負
担
が
軽
減
す
る
と
と
も
に
、認
知
症

の
人
が
住
み
慣
れ
た
環
境
の
中
で
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
り
続
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。４
回
の
実
践
塾
を
通
し
て
講
義
や
個
別
の
具

体
的
な
助
言
を
受
け
な
が
ら
実
際
の
介
護
場
面
で
実
践
し
て
い
く
中
で
、認
知

症
ケ
ア
の
知
識
と
技
術
を
習
得
し
て
い
き
ま
す
。

　

認
知
症
の
人
の
介
護
に
関
わ
る
皆
さ
ん
、
認
知
症
の
人
に
と
っ
て
だ
け
で

な
く
介
護
者
に
と
っ
て
も
よ
り
よ
い
ケ
ア
を
学
べ
る
機
会
で
す
の
で
、ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
受
講
対
象
者
】
　

次
の
(1) 

(2)
両
方
の
条
件
を
満
た
す
人

(1)
認
知
症
の
人（
市
内
在
住
）を
介
護
し
て
い
る
人

ま
た
は 

専
門
職（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
）

(2)
全
４
回
の
実
践
塾
に
参
加
が
可
能
な
人

【
定
員
】20
人

【
講
師
】

●
金
田 

弘
子
氏：

医
療
法
人
社
団
も
り
も
と 

森
本
外
科
・
脳
神
経
外
科
医
院

　

副
院
長
・
師
長

●
石
黒 

秀
喜
氏：

財
団
法
人 

長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
常
務
理
事

【
開
催
予
定
】

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

（
市
）地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　

☎（
３
４
）０
１
７
０

　

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
、予
防
接
種
法
令
の
改
正
に
よ
り
、従
来
の
対
象
者
に
加
え
て
、平
成
17
年
度
か
ら
平

成
21
年
度
に
か
け
て
、日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
積
極
的
勧
奨
を
控
え
た
事
に
よ
り
接
種
を
受
け
る
機
会
を
逃
し
た

平
成
7
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
19
年
4
月
1
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
人
も
定
期
予
防
接
種
の
対
象
者
と
な
っ

て
い
ま
す
。（
接
種
期
間
は
20
歳
の
誕
生
日
の
2
日
前
ま
で
と
な
り
ま
す
）

　

ま
だ
接
種
が
済
ん
で
い
な
い
場
合
は
、な
る
べ
く
早
い
時
期
に
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。接
種
を
希
望
さ
れ

る
人
で
予
防
接
種
予
診
票
を
お
持
ち
で
な
い
人
は
、左
記
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
第
1
期
が
終
了
し
て
い
な
い
人
は
、ま
ず
、第
1
期
分
か
ら
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

本
年
度
は
、8
歳
、9
歳
、18
歳
に
な
る
人
に
個
別
通
知
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
へ
は
、３
歳
に
な
る
時
に
通
知
し
て
い
ま
す
。

接
種
料
金 　

無
料
　
　

実
施
場
所 　

高
知
県
内
の
受
託
医
療
機
関

【
問
い
合
わ
せ
先
】（
本
　
　

庁
）保
健
介
護
課 

保
健
衛
生
係
　

0（
3
4
）1
1
1
5　

（
総
合
支
所
）保
健
課 
保
健
係
　
　
　
　
　

0（
5
2
）1
1
3
2

　
　
　
　
　
　

接
種
間
隔

1
期（
3
回
）

1
回
目
の
接
種
後
６
日
以
上（
標
準
的
に
は
6
日
か
ら
28

日
）あ
け
て
2
回
目
の
接
種
を
し
、そ
の
後
６
日
以
上（
標
準

的
に
は
お
お
む
ね
1
年
）あ
け
て
3
回
目
の
接
種
を
し
ま
す
。

6
日
以
上
あ
け
て
、2
回
目
と
3
回
目
を
接
種
し
ま
す
。

（
既
に
接
種
済
み
の
１
回
目
と
今
回
の
接
種
間
隔
は

6
日
以
上
）

6
日
以
上
あ
け
て
、3
回
目
の
接
種
を
し
ま
す
。

（
既
に
接
種
済
み
の
2
回
目
と
今
回
の
接
種
間
隔
は

6
日
以
上
）

2
期（
1
回
）

（
9
歳
以
上
の
人
）

3
回
目
の
接
種
後
6

日
以
上
あ
け
て
接
種

し
ま
す
。

た
だ
し
、
9
歳
以
上

の
人
に
限
り
ま
す
。

接
種
回
数

（
全
4
回
）

残
り
4
回

1
期 : 

3
回

2
期 : 

1
回

残
り
3
回

1
期 : 

2
回

2
期 : 

1
回

残
り
2
回

1
期 : 

1
回

2
期 : 

1
回

残
り
1
回

（
2
期
1
回
）

　
　

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン

既
に
接
種
し
た

回
数

1
回
も
接
種

し
て
い
な
い

1
回
接
種
を

受
け
た

2
回
接
種
を

受
け
た

3
回
接
種
を

受
け
た

第
1
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

実
践
発
表
会

8
月
9
日（
土
）

　

10
時
〜
16
時

9
月
中
旬
予
定
　

10
月
中
下
旬
予
定

11
月
下
旬
予
定

平
成
27
年

2
月
上
旬
予
定

認
知
症
と
高
齢
者
の
心
と
身
体

認
知
症
の
基
本
的
ケ
ア

認
知
症
の
理
解
と
周
辺
症
状

認
知
症
の
行
動
の
意
味
を
人
生

歴
か
ら
理
解
す
る

重
度
化
を
予
防
す
る
ケ
ア

（
ま
と
め
）

講
話
と
実
践
塾
の
実
践
発
表

日
　

時

内
　

容

平
成
26
年
６
月
号
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昨
年
は
最
高
気
温
41
℃
と
日
本
一
暑
い
ま
ち

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

熱
中
症
の
発
生
は
７
月
〜
８
月
が
ピ
ー
ク
に

な
り
ま
す
が
、
適
切
な
予
防
を
す
れ
ば
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
日
本
一
暑
い
ま
ち
で
元
気
に

過
ご
す
た
め
、
熱
中
症
の
こ
と
を
よ
く
知
り
、

し
っ
か
り
予
防
し
ま
し
ょ
う
。 

熱
中
症
と
は
・・・ 

　

室
温
や
気
温
が
高
い
中
で
の
作
業
や
運
動

に
よ
り
、
体
内
の
水
分
や
塩
分
（
ナ
ト
リ
ウ

ム
）な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、体
温
の
調
節

機
能
が
働
か
な
く
な
り
、体
温
上
昇
、め
ま
い
、

体
が
だ
る
い
、、ひ
ど
い
と
き
に
は
け
い
れ
ん

や
意
識
の
異
常
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
を

起
こ
す
病
気
で
す
。 

　

家
の
中
で
じ
っ
と
し
て
い
て
も
室
温
や
湿

度
が
高
い
た
め
に
、
熱
中
症
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、注
意
が
必
要
で
す
。  

熱
中
症
の
予
防
法

　
　

熱
中
症
の
予
防
に
は
、「
こ
ま
め
な
水
分
補

　

給
」と「
暑
さ
を
避
け
る
こ
と
」が
大
切
で
す
！

熱
中
症
に
な
っ
た
時
の
処
置
は
・・・

　

①
涼
し
い
場
所
へ
避
難
さ
せ
る

　

②
衣
類
を
ゆ
る
め
て
、リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
、身

　
　

体
を
冷
や
す(

脇
の
下
・
太
も
も
の
つ
け
ね

　
　

な
ど
を
冷
や
す)

　

③
水
分
を
少
し
ず
つ
こ
ま
め
に
と
ら
せ
る
　

　
　

・
塩
分
も
併
せ
て
補
給
す
る

※

自
分
で
水
が
飲
め
な
い
、意
識
が
な
い
、全

身
の
け
い
れ
ん
な
ど
が
あ
る
場
合
は
直
ち

に
救
急
車
の
要
請
を
し
ま
し
ょ
う
!!

　

重
度
心
身
障
害
児
・
者
が
医
療
を
受
け
る
と
き
、各
医
療
保
険
の
対
象
と
な
る
医

療
費
の
自
己
負
担
分
を
助
成
し
ま
す
。左
記
に
該
当
す
る
人
は
、福
祉
事
務
所
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。（
6
月
中
に
申
請
し
認
定
さ
れ
れ
ば
、7
月
か
ら
助
成
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。）

対
象
者（
次
の
①
〜
③
い
ず
れ
か
の
人
）

①
身
体
障
害
者
手
帳
　

１
級
ま
た
は
２
級
の
人

②
療
育
手
帳  

A1（
最
重
度
）ま
た
は
A2（
重
度
）の
人

③
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
ま
た
は
４
級
を
所
持
し
、か
つ
療
育
手
帳
B1（
中

度
）の
知
的
障
害
と
認
定
さ
れ
た
18
歳
未
満
の
合
併
障
害
の
人

　

た
だ
し
、65
歳
以
上
で
、平
成
15
年
10
月
以
降
に
新
た
に
重
度
障
害
者（
①
・

②
）の
認
定
を
受
け
た
人
は
、平
成
26
年
度
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
の
み
が

対
象
と
な
り
ま
す
。（
課
税
世
帯
の
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

※
平
成
25
年
度
市
民
税
課
税
世
帯
の
た
め
助
成
対
象
外
に
な
っ
て
い
る
人
も
、

平
成
26
年
度
の
市
民
税
が
非
課
税
世
帯
に
該
当
す
る
場
合
は
助
成
対
象
と

な
る
た
め
、６
月
中
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
26
年
７
月
１
日
以
降
も
有
効
な
受
給
者
証
を
持
っ
て
い
る
人
は
、６
月
中
の

　

申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

例 

平
成
15
年
９
月
30
日
ま
で
に
受
給
者
と
な
っ
た
人

　
　
　
　

65
歳
未
満
の
人

　
　
　
　

75
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
有
効
な
受
給
者
証
を
持
っ
て
い
る
人
　

な
ど

■
申
請
に
必
要
な
も
の
　

障
害
者
手
帳
、健
康
保
険
証
、印
鑑

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】 

（
本
　
　

庁
）福
祉
事
務
所 

家
庭
福
祉
係
　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
４
）１
８
０
１

（
総
合
支
所
）福
祉
事
務
所 

西
土
佐
福
祉
分
室（
保
健
課
内
）
　

☎（
５
２
）１
１
３
２

重
度
心
身
障
害
児
・
者 

医
療
費
助
成
制
度

※

心
臓
や
腎
臓
、
そ
の
他
持
病
を
お
持
ち
の
人

　

は
、
夏
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
か
か
り
つ
け

　

の
医
師
に
相
談
し
、
上
手
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　

し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
　
　

庁
）保
健
介
護
課

　
　
　
　
　
　

☎（
3
4
）1
1
1
5

　

（
総
合
支
所
）保
健
課

　
　
　
　
　
　

☎（
5
2
）1
1
3
2
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育児相談
　相談日 /月～金 9：30～11：30、13：30～16：30

　子育てについて思っていること、悩んでいることな
ど、気軽にご相談ください。電話相談だけでなく、直接来
所しての相談にも応じます。　
※活動のある日の午前中は、相談に応じられない場合が
　あります。

四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター “ぽっぽ”“ぽっぽ”“ぽっぽ”

保 育 所 名
あおぎ保育所

東中筋保育所

八 束 保 育所
もみじ保育所
古津賀保育所

6月19日
6月16日
7月15日
6月19日
7月10日
7月 8日

木
月
火
木
木
火

時　間
9：30 ～ 10：30

9：30 ～ 11：00

9：30 ～ 10：30
9：30 ～ 11：00
10：00 ～ 11：00

駐車場
数台分有

〃

〃
〃
〃

園庭開放　※雨天の場合は中止します。

問い合わせ先
四万十市地域子育て支援センター“ ぽっぽ ”

右山元町1丁目2-10　☎（35）3748

です！です！です！

※初めて参加を希望される人は準備の都合などがあります
ので、あらかじめご連絡ください。

材料　（3人分）
鶏もも肉………200ｇ

なす……………1本

しょうが………お好み量

塩・こしょう… 少々

黒酢ドリンク…大さじ3

しょうゆ………大さじ2と1/2

ごま油…………大さじ1/2

油………………大さじ2

栄養成分（1人分）
エネルギー：306 kcal
たんぱく質：17.8ｇ
脂質　　　：22ｇ
食塩相当量：1.3ｇ

黒酢ドリンクを使った 鶏肉とナスの黒酢だれ

　(市)保健介護課　管理栄養士　吉本こずえ

この料理のポイント
①鶏肉は弱火からじっくり加熱することで余分な脂が溶けだし約80カロリーのカットに！
②市販の黒酢ドリンクを使うので砂糖はいりません。また黒酢の味はしっかりしますが酸味が少なく食べやすい仕上
　がりになります。

（所要時間約15分）

作
り
方

①なすを短冊切りにし、しょうがは刻む。
②黒酢ドリンクとしょうゆ、しょうがを合わせる。
③鶏もも肉にフォークで数カ所刺し、塩・こしょうで下味をつける。冷めたフライパンに皮を下にして置き弱火から
　中火で加熱する。脂が出たら拭き取る。ひっくり返して中まで火を通す。
④同じフライパンに油をひき、なすを炒める。
⑤お皿に食べやすい大きさに切った鶏肉を並べ、なすをのせ合わせ酢とごま油をかけて完成。

疲労回復や美肌促進など
に効果的な黒酢。血液を
きれいにする働きにより
生活習慣病予防にも効果
的です。

　　親子ふれあい活動

七夕製作 （グループ①②③）
お母さんと一緒にひこぼし様と、おりひめ様のついた七夕

飾りを作るよ。願い事も考えて来てね！

①6月24日（火）、②26日（木）、③27日（金）　9:30～11:30

子育て支援センター

時

場

時

場

時

場

◆1・2・3歳児対象（ぽっぽ） ◆ぴよちゃんクラブ（０歳児・妊婦対象）

おもちゃを作って水遊び （グループ①②③）
ペットボトルでジョーロを作るよ。その後は、お母さんや

お友だちとプールで水遊びを楽しもう！

①7月7日（月）、②8日（火）、③10日（木）　9:30～11:30

子育て支援センター

初めての水遊び （グループ①②）
ビニールプールでチャプチャプ…初めての水遊びを①②

グループさん一緒に楽しもう！

7月11（金）　9:30～11:30

子育て支援センター

◆ぴよちゃんクラブ（0歳児・妊婦対象）

　　その他の活動

時

場

[離乳食講習会]
栄養士さんが、初期の離乳食の作り方を教えてくれます…

試食もできますよ。参加を希望される人は、7月8日（火）ま

でに支援センターまでご連絡ください。

7月15日（火）　9：30～11：30

子育て支援センター

時

場

◆七夕まつり
みんなでにぎやかに、歌ったり踊ったり七夕まつりを楽し

みましょう。

ぴよちゃんは、当日、七夕飾りを作るよ！願い事も考えて

来てね！

「ぴよちゃんクラブ」　7月3日（木）　9:30 ～11：30

「１、２、３歳児」　　　7月4日（金）　9:30 ～11：30

子育て支援センター

月日
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７
月
は
、「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」の
強
調
月
間
で
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社

会
を
築
く
た
め
の
も
の
で
す
。こ
の
た
め
行
動
目
標
を「
①
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た

ち
の
立
ち
直
り
を
支
え
よ
う
②
犯
罪
や
非
行
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
地
域
社
会
で
支
え

よ
う
③
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、地
域
社
会
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
協
力
し
よ
う
」

と
し
、重
点
事
項
に「
立
ち
直
り
を
支
え
る
取
組
に
つ
い
て
の
協
力
の
拡
大
」「
就
労
・

住
居
等
の
生
活
基
盤
づ
く
り
に
つ
な
が
る
取
組
の
推
進
」を
掲
げ
、全
国
的
に
運
動
が

展
開
さ
れ
ま
す
。

◎
実
施
委
員
会
の
主
な
メ
ン
バ
ー

　

保
護
司
会
、人
権
擁
護
委
員
、四
万
十
わ
か
ば
更
生
保
護
女
性
会
、区
長
会
、身
体
障

害
者
連
盟
、民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
、連
合
婦
人
会
、中
村
警
　

察
署
、社
会
福
祉

協
議
会
、四
万
十
市
、四
万
十
市
教
育
委
員
会
な
ど

　

（
公
財
）高
知
県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
で
は
、高
知
県
内
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
お
よ
び
民
間
の
団
体
等
（
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
町
内
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
地
域
で
活
動
し
て
い
る

団
体
や
企
業
、
事
業
所
を
含
む
）
が
人
権
意
識
の
向
上
を
目

的
と
し
た
事
業
を
行
う
場
合
、そ
の
経
費
の
一
部
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
事
業
、応
募
資
格
、支
援
金
額
、支
援
対
象
の

期
間
、応
募
期
間
、支
援
の
決
定
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、当

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
当
セ
ン
タ
ー
の
〝
人
権
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
〞
で
は
、

人
権
に
関
す
る
図
書
、
視
聴
覚
教
材
（
ビ
デ
オ
、D
V
D
等
）

の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

公
益
財
団
法
人
　

高
知
県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

　

〒
７
８
０
ー
０
８
７
０

　

高
知
市
本
町
４
丁
目
１
ー
37

　
☎
0
8
8(

8
2
1)

4
6
8
1

　

f
a
x　

0
8
8(

8
2
1)

4
4
4
0

　

E
-m
a
il  c
e
n
te
r@
k
o
c
hi-jin

k
e
n
.o
r.jp

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

http
:/
/
w
w
w
.k
o
c
hi-jin

k
e
n
.o
r.jp

中村地域出発式

啓発パレード

街頭啓発

西土佐地域出発式

講演会

講師：県立希望が丘学園職員

演題：非行少年の立ち直りへの取り組み

無縁墓地の清掃

出前啓発事業

出前啓発事業

研修会

　講師：中村警察署少年補導職員

　演題：非行防止について

市内一斉健全育成パトロール

市役所駐車場

天神橋アーケード

ﾌｼﾞｸﾞﾗﾝ四万十、ｻﾆｰﾏｰﾄ

総合支所駐車場

中央公民館

1階大会議室

黒潮町出口

中村地域

西土佐地域

中央公民館

1階大会議室

市内

【強調月間　活動内容】

内容日時 場所

7月1日(火) 

10:00～

10:30～

11:00～

7月2日(水)

8:40～

7月6日(日) 

13:30～

7月8日(火)

8:30～

7月17日(木)

13:30～

7月18日(金)

13:30～

7月26日(土)

19:00～

19:40～

その他

【問い合わせ先】　（市）人権啓発課　☎（35）1035

第
64
回 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

人
権
ふ
れ
あ
い
支
援
事
業
の

　
　
　
　
　
　
　
　

 

ご
案
内

人
権
擁
護
委
員
制
度
を

　
　
　

 

御
存
知
で
す
か

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行

さ
れ
た
日
で
す

　

「
人
権
」
と
は
、「
人
が
幸
せ
に
生
活
で

き
る
た
め
に
必
要
な
権
利
」で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、現
在
高
知
県
内
に

約
１
８
０
名
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、地
域

住
民
の
皆
さ
ん
が
、人
権
に
つ
い
て
関
心

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動

を
行
っ
た
り
、法
務
局
や
市
役
所
な
ど
の

公
共
施
設
、
デ
パ
ー
ト
等
に
お
い
て
、
家

庭
や
職
場
内
に
お
け
る
問
題
、
セ
ク
ハ

ラ
・
Ｄ
Ｖ
・
い
じ
め
等
に
お
け
る
人
権
問

題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
あ
り
、
秘
密
厳

守
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、一
人
で
悩
ま

ず
お
気
軽
に
法
務
局
ま
た
は
人
権
擁
護

委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

四
万
十
市
の
人
権
擁
護
委
員
は
，次
の

方
々
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

高
知
地
方
法
務
局
　

人
権
擁
護
課

　

☎
０
８
８（
８
２
２
）３
５
０
３

中村地域

氏　　名

佐田　政美

遠近　哲代

竹田　元久

近藤　信子

伊与田良子

遠近　準二

重野　裕子

菊池　清人

西土佐地域

氏　　名

岡林　武範

坂本名賀子

啓発旗の設置、路線バスへの啓発マグネットの掲示　など　
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 生き生きと働く女性が企業の宝です！男女労働間の真の均等のための取り組みを実施することで、社会の
活力を生み出します。これを機にポジティブ・アクションに取り組み、女性がスキルアップを図りつつ活躍
できる職場づくりをめざしましょう。まずは、ポジティブ・アクションポータルサイトで取組宣言！
http://www.positiveaction.jp/

　日常生活のなかにあるさまざまな人権課題を解決するために、企業・団体、市民を対象に人権講座を計画的、
系統的に実施します。
　人権に関する身近な課題をテーマに、講演会形式で開催します。人権入門講座として一緒に学習しませんか。

★
休
館
日
の
案
内 

★

一
般
書

6 （242冊）

児
童
書  

え
ほ
ん

/

憂いなき街

大晩年

東京自叙伝

眠りと体内時計を科学する

はじめてでもカンタン!おいしいベランダ野菜

秘密保護法何が問題か

ぼくはスピーチをするために来たのではありません

ライアー

佐々木　譲

永　六輔

奥泉　光

大塚　邦明

小島　理恵

海渡　雄一

Ｇ．ガルシア＝マルケス

大沢　在昌

おばけやさん　４

かまきりとしましまあおむし

コロボックル絵物語

ニワシドリのひみつ

ノラネコぐんだん きしゃぽっぽ

ふたごのたこたこウィンナー

ぺっこぺこヒグマ

モンスター・ホテルでおひさしぶり

おかべ　りか

降矢　なな

有川　浩

鈴木　まもる

工藤　ノリコ

西村　敏雄

ニック・ブランド

柏葉　幸子

★
寄
贈
の
御
礼
★

　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
幡
多
様
よ
り
今
年
も
大
活
字
本
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。ご
高
齢
の
方
に
大
層
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。ど
う
ぞ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

★
図
書
館
の
利
用
案
内
★

　

○
開
館
日
・
時
間
　

火
曜
日
か
ら
日
曜
日
　

９
時
か
ら
18
時
ま
で

　

○
休
館
日
　

毎
週
月
曜
日
、祝
日
、館
内
整
理
日（
毎
月
最
終
金
曜
日
）ほ
か

　

○
借
り
る
と
き
　

窓
口
に
資
料
と
利
用
カ
ー
ド
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
初
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　

の
方
は
、身
分
証
明
が
必
要
）

　
　
　
　
　
　
　
　

・
本
　

10
冊
　

２
週
間
　
　

・
雑
誌
　

 

５
冊
　

１
週
間

　
　
　
　
　
　
　
　

・
D
V
D
、ビ
デ
オ
　

２
点
　

１
週
間
　

﹇
最
多
17
点
﹈

　

○
返
す
と
き
　

窓
口
に
資
料
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、図
書
館
が
閉
ま
っ

　
　
　
　
　
　
　

て
い
る
と
き
は
、返
却
ポ
ス
ト
が
利
用
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
D
V
D
等
壊
れ
も
の
は
投
入
不
可

　

返
却
期
限
は
、必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
！

６
月
２
日（
月
）定
　

休
　

日

　
　

９
日（
月
）定
　

休
　

日

　
　

16
日（
月
）定
　

休
　

日

　
　

23
日（
月
）定
　

休
　

日

６
月
27
日（
金
）館
内
整
理
日

　
　

30
日（
月
）定
　

休
　

日

７
月
７
日（
月
）定
　

休
　

日

問 

市
立
図
書
館  

（
３
５
）２
９
２
３ 

開館時間　9：00～18：00
6
平成26年

June

６月は、男女雇用機会均等月間です！６月は、男女雇用機会均等月間です！６月は、男女雇用機会均等月間です！

人権ふれあい講座受講生募集!!

市立中央公民館　1階　大会議室　
40人
市民、企業・団体
6月13日（金）まで（土・日・休日は除く）
無料
全4回に参加いただいた人には、終了証書と記念グッズをプレゼントします。
電話で申し込みください。企業・団体などは、別途申込書が必要です。
【問い合わせ・申込先】　　（市）人権啓発課　☎（35）1035

場 所
募 集 人 員
対 象 者
申 込 期 限
受 講 料
参 加 賞
申 込 方 法

第1講座
6月22日（日）
13時30分～15時

開講式
テーマ：子どもの人権
～ 人が人らしく ～

テーマ：男女共同参画社会
～ 女性の視点から地域を元気に！～
※男女共同参画週間講演会として実施

テーマ：更生保護
～ 非行少年の立ち直りへの取り組み ～
※社会を明るくする運動講演会として実施

テーマ：同和問題
　～ 人権の尊重された社会に向けて ～
※部落差別をなくする強調旬間講演会として実施

第2講座
6月29日（日）
13時30分～15時

第3講座
7月6日（日）

13時30分～15時

第4講座
7月13日（日）
13時30分～15時

講師：山本　衞 さん
（四万十市人権啓発講師）

やまもと まもる

講師：江口　千代美 さん
（ご近所カフェ：宿毛市）

えぐち ちよみ

講師：鎌倉　敏広 さん
（県立希望が丘学園）

かまくら としひろ

講師：森下　裕一 さん
（高知県人権教育課）

もりした ゆういち

日　　時 講　　師 内　　容
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≪

年
金
機
能
強
化
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た≫

　

平
成
26
年
４
月
１
日
に
「
年
金
機
能
強
化
法
」
が
施
行
さ
れ
、

左
記
に
つ
い
て
変
わ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
子
の
あ
る
夫
に
も
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

　

こ
れ
ま
で
は
、
夫
が
亡
く
な
っ
た
場
合
に
、
子
の
あ
る
妻
ま

た
は
子
に
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、改
正

後
は
子
の
あ
る
夫
に
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
未
支
給
年
金
を
受
け
取
れ
る
遺
族
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
す

　

こ
れ
ま
で
は
、
未
支
給
年
金
（
亡
く
な
っ
た
方
が
受
け
取
れ

る
は
ず
で
あ
っ
た
未
払
い
の
年
金
）を
受
け
取
れ
る
遺
族
の
範

囲
は
、「
配
偶
者
、子
、父
母
、孫
、祖
父
母
ま
た
は
兄
弟
姉
妹
」で

し
た
が
、
改
正
後
は
「
こ
れ
ら
の
親
族
に
加
え
て
3
親
等
内
の

親
族
」（
甥
・
姪
、お
じ
・
お
ば
、子
の
配
偶
者
な
ど
）ま
で
拡
大
さ

れ
ま
す
。

●
国
民
年
金
の
任
意
加
入
未
納
期
間
が
受
給
資
格
期
間
に
算

　

入
さ
れ
ま
す

　

こ
れ
ま
で
は
、
国
民
年
金
の
任
意
加
入
被
保
険
者
（
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
妻
や
海
外
在
住
者
な
ど
で
本
人
の
申
出
に
よ
り

加
入
を
し
て
い
た
方
）が
保
険
料
を
納
付
し
な
か
っ
た
期
間
に

つ
い
て
は
未
納
期
間
と
さ
れ
、年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要

な
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、改
正
後
は
こ
の
未
納

期
間
が
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

●
繰
下
げ
請
求
が
遅
れ
た
場
合
で
も
さ
か
の
ぼ
っ
て
年
金
を

　

受
け
取
れ
ま
す

　

こ
れ
ま
で
は
、老
齢
年
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
日
か
ら
５

年
を
経
過
し
た
日
後
に
繰
下
げ
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
請

求
の
翌
月
か
ら
増
額
さ
れ
た
年
金
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
改
正
後
は
請
求
が
遅
れ
た
と
き
で
も
、
5
年
を
経
過
し
た

日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
増
額
さ
れ
た
年
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

●
障
害
年
金
の
額
改
定
請
求
が
１
年
を
待
た
ず
に
請
求
で
き

　

る
よ
う
に
な
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
は
、障
害
基
礎
年
金
ま
た
は
障
害
厚
生
年
金
を
受

け
て
い
る
方
の
障
害
の
程
度
が
増
進
し
た
場
合
、そ
の
前
の
障

害
状
態
の
確
認
等
か
ら
１
年
の
待
機
期
間
を
経
た
後
で
な
け

れ
ば
年
金
額
の
改
定
請
求
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、改
正
後

は
省
令
に
定
め
ら
れ
た
障
害
の
程
度
が
増
進
し
た
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
場
合
に
は
１
年
を
待
た
ず
に
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
さ
か
の
ぼ
っ
て
障
害
者
特
例
に
よ
る
支
給
を
受
け
ら
れ
る

　

よ
う
に
な
り
ま
す

　

老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
者
が
障
害
の
状
態（
障
害
厚
生
年
金

の
1
級
か
ら
3
級
に
該
当
す
る
程
度
）に
あ
る
場
合
に
適
用
さ

れ
る
特
例
制
度
が
改
正
さ
れ
、す
で
に
障
害
年
金
を
受
け
て
い

る
方
が
請
求
し
た
場
合
に
は
、定
額
部
分
の
年
金
を
受
け
取
れ

る
時
期
が
請
求
月
の
翌
月
で
は
な
く
、老
齢
厚
生
年
金
の
受
給

権
を
取
得
し
た
と
き
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
年
金
受
給
者
が
所
在
不
明
と
な
っ
た
場
合
に
届
出
が
必
要

　

と
な
り
ま
す

　

年
金
の
受
給
者
が
所
在
不
明
と
な
っ
て
１
カ
月
以
上
経
過

し
た
場
合
、世
帯
員（
住
民
票
上
の
世
帯
が
同
一
の
方
）は
そ
の

旨
を
年
金
事
務
所
へ
届
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。（
生
存
の
事
実
確
認
が
で
き
な
い
場
合
は
、年
金
の
支
払
い

が
一
時
止
ま
り
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
先

幡
多
年
金
事
務
所（
中
村
東
町
２
丁
目
４-

10
）
　

（
３
４
）１
６
１
６

（
本
　
　

庁
）市
民
課 

市
民
係
　
　
　
　
　
　
　

（
３
４
）１
１
１
３

（
総
合
支
所
）市
民
課 

西
土
佐
市
民
国
保
分
室
　

（
５
２
）１
１
１
１

問
い
合
わ
せ
先

幡
多
年
金
事
務
所（
中
村
東
町
２
丁
目
４-

10
）
　

（
３
４
）１
６
１
６

（
本
　
　

庁
）市
民
課 

市
民
係
　
　
　
　
　
　
　

（
３
４
）１
１
１
３

（
総
合
支
所
）市
民
課 

西
土
佐
市
民
国
保
分
室
　

（
５
２
）１
１
１
１

　

昨
年
に
引
き
続
き
、左
記
の
内
容
で
サ
イ
ク
ル
ガ
イ
ド
養
成
講

座
を
開
講
し
ま
す
。 

　

四
万
十
川
の
景
観
を
活
か
し
た
解
説
、
コ
ー
ス
設
計
、
安
全
管

理
等
が
で
き
る
よ
う
専
門
の
講
師
を
招
い
て
全
４
回
の
講
座
や

実
習
を
行
い
ま
す
。今
後
四
万
十
市
を
中
心
に
自
転
車
を
使
っ
た

ガ
イ
ド
を
行
な
い
た
い
と
お
考
え
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。 

開
講
日
　

講
座
は
１
回
に
つ
き
２
日
間
連
続
で
行
い
ま
す
。 

　
　
　
　

第
１
講
座
　

７
月
５
日
全
日
、６
日
午
前 

　
　
　
　

第
２
講
座
　

８
月
30
日
全
日
、31
日
午
前

　
　
　
　

第
３
講
座
　

10
月
11
日
全
日
、12
日
午
前

　
　
　
　

第
４
講
座
　

11
月
29
日
全
日
、30
日
午
前

　
　
　
　

※
 

天
候
等
の
都
合
で
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

対
象
者

　

サ
イ
ク
ル
ガ
イ
ド
と
し
て
活
躍
し
た
い
意
思
の
あ
る
市
内
在
住

　

も
し
く
は
市
内
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
18
才
以
上
の
健
康
な
人
。 

　

※

全
４
回
の
講
座
に
出
席
で
き
る
よ
う
日
程
調
整
で
き
る
人
。 

定
　

員
　

10
人（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
決
定
し
ま
す
） 

受
講
料
　

無
料 

募
集
期
間
　

６
月
10
日（
火
）〜
25
日（
水
） 

申
込
方
法 

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
左
記
ま
で
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。 

　

提
出
方
法
は
窓
口
へ
の
持
参
、郵
送
、メ
ー
ル
も
し
く
は
フ
ァ
ッ

　

ク
ス
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。 

　

※

申
込
書
は
中
央
公
民
館
窓
口
で
の
配
布
の
ほ
か
、
市
公
式

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
　

申
込
み
、
チ
ラ
シ
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
左
記
ま
で
お

　
　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　

（
市
）教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　

☎（
3
4
）7
3
1
1 

　

F
A
X　

（
3
5
）1
4
2
0 

　
E
-m
a
il

　

c
u
ltu
re
@
c
ity
.sh
im
a
n
to
.lg
.jp

四
万
十
川
流
域
の
文
化
的
景
観
を
活
か
し
た 

「
サ
イ
ク
ル
ガ
イ
ド
養
成
講
座
」受
講
者
募
集
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四
万
十
市
で
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
取
扱
窓
口
（
金
融

機
関
等
や
市
役
所
）に
加
え
て
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
で
も
納
付
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
で
納
付
で
き
る
納
付

書
に
は
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行
口
座
番
号
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、納
期
限
内
で

あ
れ
ば
、四
国
４
県
内
に
所
在
す
る
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
で
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

※

平
成
26
年
７
月
に
送
付
さ
れ
る
納
付
書
お
よ
び
再
発
行
納
付
書
が

　
　

対
象
で
す
。

　

※

平
成
25
年
度
ま
で
の
保
険
料
で
平
成
26
年
度
以
降
に
額
変
更
さ
れ

　
　

た
も
の
は
除
き
ま
す
。

■
利
用
で
き
る
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
は
次
の
と
お
り
で
す

　

四
国
４
県
内（
高
知
県
・
愛
媛
県
・
香
川
県
・
徳
島
県
）に
所
在
す
る
ゆ

　

う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
・
簡
易
郵
便
局

　

※

四
国
外
に
所
在
す
る
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
で
は
納
付
す
る
こ

　
　

と
が
で
き
ま
せ
ん
。四
国
外
の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
で
納
付
希

　
　

望
の
場
合
は
、
別
途
郵
便
振
替
用
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
が
で

　
　

き
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
次
の
よ
う
な
納
付
書
は
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
で
は
納
付
で
き
ま

　

せ
ん
。

　

・
納
期
限
が
過
ぎ
た
も
の

　

・
金
額
が
訂
正
さ
れ
た
も
の

　

・
督
促
状
、口
座
振
替
不
納
通
知
書
等

　

・ 

公 

の
記
載
の
な
い
納
付
書

　

取
扱
可
能
な
金
融
機
関
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
納
付
書
裏
面
に
記
載

　

し
て
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
本
　
　

庁
）市
民
課
　

国
保
係
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
４
）１
１
１
４

（
総
合
支
所
）市
民
課
　

西
土
佐
市
民
国
保
分
室
　

☎（
５
２
）１
１
１
１

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
が

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
で
も

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

　

A
N
A
総
合
研
究
所
の
来
住
で
す
。
初
夏
の

日
差
し
が
、眩
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

客
室
乗
務
員（
C
A
）
は
、毎
年
こ
の
時
期
に

1
年
の
業
務
遂
行
目
標
を
た
て
、
上
司
と
面
談

を
行
い
ま
す
。
目
標
の
必
須
項
目
は
「
後
輩
の

育
成
・
指
導
」で
す
。

　

訓
練
セ
ン
タ
ー
で
は
、
C
A
に
な
る
為
の
訓

練
は
し
ま
す
が
、
本
当
の
意
味
で
人
材
育
成
は

「
現
場
」
で
す
。
や
る
気
を
持
ち
、
現
場
へ
行
っ

て
も
、
数
カ
月
後
に
は
、
や
る
気
や
輝
き
を

失
っ
て
い
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し

て
「
最
近
の
若
い
も
の
は
…
」と
言
わ
れ
、ま
す

ま
す
や
る
気
を
失
う
負
の
サ
イ
ク
ル
に
陥
る

の
で
す
。

　

や
る
気
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
新
入
社
員
を

生
か
す
か
否
か
は
、
働
く
環
境
や
出
会
う
先
輩

の
影
響
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

人
材
育
成
に
「
醸
成
す
る
」
と
い
う
言
葉
を

よ
く
用
い
ま
す
が
、
こ
の
言
葉
は
お
酒
を
作
る

と
い
う
言
葉
で
す
。
お
酒
づ
く
り
、
特
に
ウ
ィ

ス
キ
ー
づ
く
り
は
人
材
育
成
に
よ
く
似
て
い

ま
す
。
同
じ
原
料
で
大
量
に
作
ら
れ
た
ウ
ィ
ス

キ
ー
の
原
液
は
樽
に
つ
め
ら
れ
、
貯
蔵
庫
に
運

ば
れ
、
長
時
間
熟
成
さ
れ
ウ
ィ
ス
キ
ー
に
な
る

の
で
す
が
、樽
の
素
材
、貯
蔵
庫
の
場
所
、貯
蔵

庫
の
中
で
も
置
か
れ
る
位
置
、
貯
蔵
時
間
に

よ
っ
て
、
樽
ご
と
に
個
性
的
な
味
、
香
り
の
原

酒
に
な
り
ま
す
。

　

個
性
の
異
な
る
原
酒
は
、
ブ
レ
ン
ド
さ
れ

ウ
ィ
ス
キ
ー
に
な
り
ま
す
。
ウ
ィ
ス
キ
ー
の
良

し
悪
し
は
、
全
て
こ
の
熟
成
期
間
に
影
響
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
良
い
環
境
で
熟
成
さ

れ
た
原
酒
が
集
ま
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
品
質
の
良

い
、お
い
し
い
ウ
ィ
ス
キ
ー
に
な
り
ま
す
。

　

C
A
も
同
じ
で
、
同
じ
訓
練
を
受
け
た
同
じ

レ
ベ
ル
の
新
入
生
た
ち
は
、
客
室
部
の
そ
れ
ぞ

れ
の
課
、
各
班
に
配
属
さ
れ
、
配
属
さ
れ
た
班

の
雰
囲
気
、
出
会
う
先
輩
、
上
司
、
ま
た
仲
間
、

年
数
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
、
C
A
と
し
て
熟

成
さ
れ
A
N
A
ブ
ラ
ン
ド
を
築
い
て
い
る
の

で
す
。

　

皆
さ
ま
の
職
場
で
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

私
た
ち
迎
え
る
側
の
人
間
に
と
っ
て
も
、
や

る
気
溢
れ
る
新
入
社
員
か
ら
刺
激
を
受
け
、
自

分
の
仕
事
に
対
す
る
姿
勢
、
思
い
や
り
の
気
持

ち
を
見
直
す
こ
と
が
で
き
る
時
期
で
も
あ
り

ま
す
。
私
も
、
後
輩
か
ら
見
ら
れ
て
い
る
と
思

う
だ
け
で
、
し
っ
か
り
し
な
く
て
は
と
、
背
筋

が
伸
び
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

自
分
を
育
て
て
く
れ
た
先
輩
た
ち
の
よ
う

に
新
入
社
員
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
皆

さ
ま
の
職
場
で
も
す
ば
ら
し
い
人
材
育
成
が

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

シ
ニ
ア
地
域
づ
く
り
人
事
業

シ
ニ
ア
地
域
づ
く
り
人
事
業

き
し

平
成
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高
知
県
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
等
設
置
支
援
事
業
費

補
助
金
を
活
用
し
、
安
全
・
安
心
に
子
ど
も
を
通

学
、
遊
ば
せ
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
や
犯

罪
等
の
抑
止
・
防
止
を
目
的
に
設
置
し
た
も
の
で

す
。
迷
惑
行
為
や
犯
罪
等
の
抑
止
（
未
然
防
止
）
は

も
と
よ
り
、
近
隣
に
居
住
す
る
住
民
等
の
安
心
感

の
向
上
、
事
態
が
起
こ
っ
た
時
の
事
実
確
認
お
よ

び
早
期
解
決
な
ど
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

■
設
置
場
所（
３
カ
所
）
　

　

具
同
１
号
公
園（
公
園
内
を
撮
影
）

　

古
津
賀
４
号
公
園（
公
園
内
を
撮
影
）

　

中
村
中
学
校
敷
地
内
（
中
村
小
と
中
村
中
の
間

　

の
通
学
路
を
撮
影
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

環
境
生
活
課 

市
民
生
活
係

　

☎（
３
５
）４
１
４
７

防
犯
カ
メ
ラ

（
子
ど
も
見
守
り
カ
メ
ラ
）を

　
　
　
　
　

設
置
し
ま
し
た

№12№12交通安全指導員だより交通安全指導員だより交通安全指導員だより

交通事故に気をつけよう！！
～　交通安全教室①　～

交通事故に気をつけよう！！
～　交通安全教室①　～

横断歩道の歩き方や自転車の乗り方など、皆さん真剣に学習してくれました。
交通ルールを守って、事故にあわないようにみんなで気をつけましょう。

具同小学校

利岡小学校 東山小学校

下田小学校

【担当課】環境生活課　市民生活係　☎（35）4147

み
ぎ
を
み
て
　

ひ
だ
り
を
み
て

　

も
う
い
ち
ど
み
ぎ
を
み
て

み
ぎ
を
み
て
　

ひ
だ
り
を
み
て

　

も
う
い
ち
ど
み
ぎ
を
み
て

自
転
車
は
車
の
仲
間
で
す
。交
通
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
守
っ
て
、安
全
に
楽
し
く
乗
り
ま
し
ょ
う
。ヘ
ル
メ
ッ
ト
も
忘
れ
ず
に
ね
！

あ
ん
ぜ
ん
を
目
で
み
て
か
く
に
ん
し
て
ね
。車
は
み
て
く
れ
て
る
か
な
？「
今
か
ら
わ
た
る
よ
」の
合
図
に
、し
っ
か
り
手
を
あ
げ
よ
う
！
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暮らしに大切な電波。電波利用環境を不法な電波から守りましょう。
電波の利用には、原則、免許が必要です。

電波のルールと電波障害などの申告・ご相談は、下記まで。
総務省　四国総合通信局　☎089（936）5055

私たちの生活の安心・安全を脅かす不法電波をシャットアウト!!
電波利用環境保護周知啓発強化期間　6月1日～10日　

幡
多
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
便
り

高
齢
者
は
狙
わ
れ
て
い
ま
す
!!「
断
る
こ
と
ば
」を
用
意
し

ま
し
ょ
う
！

　

日
頃
、自
宅
に
い
る
こ
と
の
多
い
高
齢
者
や
主
婦
は
、悪
質
業
者
の
格

好
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
す
。あ
い
ま
い
な
返
事
や「
話
だ
け
な
ら
」と
応
じ
る

と
、次
々
と
勧
誘
さ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。ま
ず
、入
り
口
で
き
っ
ぱ
り
断
り
、

悪
質
業
者
に
つ
け
い
る
ス
キ
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、は
じ
め
の
対
応
が
肝
心
！

◎
自
宅
へ
の
訪
問
販
売

　

●
ド
ア
を
開
け
な
い

　
　

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
や
ド
ア
越
し
に
対
応
し
て
顔
を
合
わ
せ
な
い

　

●
家
に
入
れ
な
い
、上
げ
な
い

◎
自
宅
・
職
場
へ
の
電
話
勧
誘

　

●
あ
い
ま
い
な
受
け
答
え
を
し
な
い

　

・
サ
ッ
と
電
話
を
切
る
　

・
自
宅
は
留
守
電
に
し
て
お
く
の
も
よ
い

次
に
、用
意
し
て
置
く「
断
る
こ
と
ば
」

　

「
お
断
り
し
ま
す
」「
契
約
は
し
ま
せ
ん
」「
必
要
あ
り
ま
せ
ん
」「
い
り
ま

　

せ
ん
」

さ
ら
に

　

家
で
は
　

…

「
お
帰
り
く
だ
さ
い
」

　

電
話
で
は…

「
電
話
を
切
り
ま
す
」「
失
礼
し
ま
す
」「
も
う
電
話
を
か
け

　
　

  

な
い
で
く
だ
さ
い
」

　

店
で
は
　

…

「
帰
り
ま
す
」

再
勧
誘
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
！

　

訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
販
売
で
、消
費
者
が
契
約
を
断
っ
た
後
の
勧
誘

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。（
特
定
商
取
引
法
第
３
条
の
２
、第
17
条
）違
反

し
た
業
者
に
は
業
務
停
止
な
ど
の
行
政
処
分
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

は
っ
き
り
と『
断
る
意
思
表
示
』を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

※

相
談
は
無
料
、秘
密
厳
守
で
す
。安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

幡
多
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

月
〜
金
曜
日
　

９
時
〜
12
時
、13
時
〜
17
時（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　

☎ 

（
３
４
）６
３
０
１ 

　

 

F
A
X(

３
４
）６
２
９
５

　

（
市
）環
境
生
活
課
　

☎（
３
５
）４
１
４
７

狂犬病予防注射はお済みですか

■中村地域　6月27日（金）

■中村地域　6月20日（金）　

時　　間
9:00 ～ 9:05
9:15 ～ 9:20
9:40 ～ 9:45
10:10 ～ 10:15
10:30 ～ 10:35
10:50 ～ 10:55
11:15 ～ 11:20
11:30 ～ 11:35
11:45 ～ 11:50
11:55 ～ 12:00
13:10 ～ 13:15
13:35 ～ 13:40
13:55 ～ 14:00

場　　　　　所
古津賀第2団地集会所前
古津賀1丁目4号公園前（ダイソー裏）
下田貴船神社前
安並運動公園入口
蕨岡生活改善センター前
富山地区集会所前
田野川（井の上橋元）
利岡橋後川中学校側
大川筋診療所前
手洗川（佐竹悦久宅前）
有岡（旧JA中筋出張所前）
楠島（JA中村西部事業所前）
森沢集会所前

時　　間
9:00 ～ 9:05
9:15 ～ 9:25
9:35 ～ 9:40
10:00 ～ 10:05
10:15 ～ 10:20
10:45 ～ 10:50
11:00 ～ 11:20

場　　　　　所
入田（楠の木元）
田黒（まなびの館前）
自由ヶ丘団地（東公園前）
下木戸集会所前
間崎集会所前
不破八幡宮前
四万十市役所駐車場（消防屯所前）

■西土佐地域　6月27日（金）

時　　間
 9：10 ～ 9：15
9：50 ～ 9：55
10:10 ～ 10:15
10:45 ～ 10:50
11:05 ～ 11:10
11:25 ～ 11:30

場　　　　　所
口屋内診療所前
津賀集会所前
大宮産業横
半家駅駐車場
中組共同飼育所
西土佐総合支所前

※
犬
の
登
録
を
済
ま
せ
て
い
る
場
合
は
、登
録
料
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
当
日
は
、問
診
票
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。（
登
録
済
の
犬
の
み
）

※
必
ず
指
定
し
た
時
間
ま
で
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。時
間
を
す
ぎ
れ
ば
次
の
場
所
に
移

動
し
ま
す
。

狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
追
加
実
施
し
ま
す
。

４
月
、５
月
に
飼
い
犬
の
予
防
注
射
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
は
、必
ず
受
け
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
料
金
は
、登
録
３
０
０
０
円
、注
射
３
１
０
０
円
で
す
。

　

集
合
注
射
は
６
月
が
最
後
に
な
り
ま
す
。
集
合
注
射

を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
幡
多
郡
内
の
動
物
病

院
で
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、集
合
注
射
の
際
に

新
規
登
録
も
で
き
ま
す
。
登
録
し
て
い
な
い
犬
に
つ
い

て
は
必
ず
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
野
良
犬
や
野
良
猫
の
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

望
ま
な
い
子
犬
や
子
猫
が
で
き
な
い
よ
う
に
飼
っ
て
い

る
ペ
ッ
ト
の
不
妊
・
去
勢
に
つ
い
て
よ
く
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。ま
た
、飼
え
な
い
か
ら
と
い
っ
て
犬
猫
を
捨
て

る
こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
し
い
飼
い

主
を
探
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　

（
本
庁
）環
境
生
活
課
　

☎（
3
5
）4
1
4
7

（
総
合
支
所
）保
健
課
　

☎（
5
2
）1
1
3
2

平
成
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年
６
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初心者ソフトテニス教室 　

ラ
ケ
ッ
ト
を
握
っ
た
こ
と
も
な
い
人
も
、ラ
ケ
ッ

ト
は
持
っ
て
い
る
け
れ
ど
眠
ら
せ
た
ま
ま
の
人
も
、

こ
の
機
会
に
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
。

対
象
者
　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

期
　

間
　

７
月
１
日（
火
）〜
31
日（
木
）
　

計
10
回

　
　
　
　

毎
週
　

火
・
木
曜
日

　
　
　
　

＊
雨
天
の
場
合
は
順
延

時
　

間
　

19
時
〜
21
時

会
　

場
　

安
並
運
動
公
園
内
　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定
　

員

　

30
人（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
、た
だ

　

し
、こ
れ
ま
で
参
加
し
た
こ
と
の
な
い
人
優
先
）

参
加
料
　

１
５
０
０
円（
保
険
料
を
含
む
）

指
　

導
　

中
村
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

受
付
期
間

　

６
月
10
日（
火
）〜
26
日（
木
）９
時
〜
17
時
　

申
込
方
法
　

  

電
話
で
お
申
込
く
だ
さ
い
。

主
　

管
　

（
公
財
）四
万
十
市
体
育
協
会

※

ラ
ケ
ッ
ト
を
お
持
ち
で
な
い
人
に
は
貸
出
し
い

　

た
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
以
外
の
補
償
は
あ
り
ま

　

せ
ん
。

教
室
・
講
座

初心者弓道教室 教
室
・
講
座

（公財）四万十市体育協会（安並スポーツセンター内事務所）
☎（34）2071

催
　

し

　

弓
道
は
腕
・
胸
な
ど
の
上
半
身
だ
け
で
な
く
、

脚
・
腰
と
全
身
の
筋
肉
を
使
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

練
習
を
積
む
こ
と
で
、姿
勢
や
歩
き
方
が
良
く

な
り
集
中
力
が
つ
き
、健
康
に
良
い
な
ど
弓
の

効
用
が
実
感
で
き
ま
す
。こ
の
機
会
に
弓
道
に

親
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

期
　

間

　

７
月
３
日（
木
）〜
８
月
７
日（
木
）※

祝
日
休
み

　

毎
週
　

月
・
木
曜
日
の
10
回
　

19
時
〜
21
時

場
　

所
　

安
並
運
動
公
園
弓
道
場（
藤
柳
館
）

参
加
料

　

１
５
０
０
円（
保
険
料
含
）（
７
月
３
日
の
開

　

講
式
に
集
め
ま
す
）

対
　

象
　

一
般（
学
生
は
除
く
）

定
　

員
　

25
人

受
付
期
間
　

６
月
１
日
〜
20
日
　

９
時
〜
17
時

※

運
動
の
で
き
る
服
装（
ソ
ッ
ク
ス
必
要
）で
お

　

越
し
く
だ
さ
い
。

　

参
加
申
し
込
み
が
少
数
の
場
合
は
教
室
を
中

　

止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

第5回 総合武道祭 　

新
し
く
な
っ
た
武
道
館
で
、地
域
の
武
道
関

係
者
が
一
堂
に
集
い
、お
の
お
の
の
武
道
活
動

を
披
露
し
合
う
こ
と
に
よ
り
、お
互
い
の
武
道

に
関
す
る
見
識
を
深
め
る
と
共
に
武
道
の
普

及
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
総
合
武
道
祭

を
開
催
し
ま
す
。

　
　
　
　

日
　

時
　

６
月
８
日（
日
）９
時 

開
会
式

場
　

所
　

市
立
武
道
館

内    
容

　

第
一
部
　

武
道
模
範
演
武

　

〇
参
加
種
目

　
　

柔
道
・
合
気
道
・
居
合
道
・
剣
道

　
　

空
手
道
・
太
極
拳

　

第
二
部
　

少
年
剣
道
錬
成
大
会 

主
　

催 （
公
財
）四
万
十
市
体
育
協
会

後
　

援
　

四
万
十
市
教
育
委
員
会

            

　

新
し
く
な
っ
た
武
道
館
で
、地
域
の
武
道
関

係
者
が
一
堂
に
集
い
、お
の
お
の
の
武
道
活
動

を
披
露
し
合
う
こ
と
に
よ
り
、お
互
い
の
武
道

に
関
す
る
見
識
を
深
め
る
と
共
に
武
道
の
普

及
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
総
合
武
道
祭

を
開
催
し
ま
す
。

　
　
　
　

日
　

時
　

６
月
８
日（
日
）９
時 

開
会
式

場
　

所
　

市
立
武
道
館

内    
容

　

第
一
部
　

武
道
模
範
演
武

　

〇
参
加
種
目

　
　

柔
道
・
合
気
道
・
居
合
道
・
剣
道

　
　

空
手
道
・
太
極
拳

　

第
二
部
　

少
年
剣
道
錬
成
大
会 

主
　

催 （
公
財
）四
万
十
市
体
育
協
会

後
　

援
　

四
万
十
市
教
育
委
員
会

            

問 （公財）四万十市体育協会（安並スポーツセンター内）
☎（34）2071　

問 （公財）四万十市体育協会事務局
☎（37）4572　

架空の投資話や儲け話に
ご注意ください！！

　高知県西部において、企業の
パンフレットを一方的に送りつ
け、後日、「以前に投資話でだま
し取られた分を、社債を購入す
れば取り戻すことができる」と
電話を入れ、さらに身の上話を
している中で気を許した際に、
「この会社には大金持ちがいる
から、お金を送ったら儲かる」
「社債を購入する際は、郵便局の
レターパックで送金してほし
い」などと言って、購入意欲をあ
おり、お金を請求する詐欺被害
が発生しました。

対策
　見覚えのないところからパン
フレットが届いたり、儲け話を
持ちかけるような不審な電話が
あった場合は、すぐに中村警察
署へ通報してください。
※うまい話はありません！儲け
　話の電話や、パンフレットに
　注意してください。
※「レターパック、宅急便で現金
　を送れ」は、詐欺の手口です。
※レターパックの利用を指定し
　た現金の送付には絶対に応じ
　ないでください。

【問い合わせ先】
中村地区地域安全協会
（中村警察署内）
☎（34）0110

問 申
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市立児童館 夏季キャンプ 　

児
童
館
で
は
、健
全
な
遊
び
を
と
お
し
て
、児
童
の

健
康
を
増
進
し
、心
を
豊
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
い

ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。今
年
も
、夏
休
み
の
野

外
活
動
の
一
つ
と
し
て
、生
涯
学
習
課
と
合
同
で
、一
泊

二
日
の
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
す
。

目
　

的

　

①
親
元
か
ら
離
れ
た
場
所
で
の
生
活
を
送
る
こ
と

　
　

で
、自
立
心
や
、社
会
性
を
養
う
。

　

②
集
団
生
活
を
送
る
こ
と
で
、ル
ー
ル
の
大
切
さ
を

　
　

学
び
、仲
間
意
識
を
高
め
る
。

期
　

日
　

７
月
24
日（
木
）〜
25
日（
金
）

　

※

気
象
や
河
川
の
状
況
等
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
が

　
　

あ
り
ま
す
。

場
　

所
　

旧
竹
屋
敷
小
中
学
校

交
　

通
　

公
用
バ
ス
２
台（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
）30
分
程
度

対
象
者

　

市
内
在
住
の
小
学
校
３
年
生
〜
中
学
校
３
年
生
ま
で

定
　

員
　

35
人
程
度

　

※

申
込
者
が
多
数
の
場
合
、抽
選
を
行
い
ま
す
。

参
加
費
　

無
料

申
込
方
法

　

６
月
２
日（
月
）か
ら
、市
立
中
央
公
民
館
と
、市
立

児
童
館
に
申
し
込
み
用
紙
を
配
置
し
ま
す
。必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
保
護
者
の
捺
印
を
し
て
、申
込
期
間
内

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

申
し
込
み
は
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ【
一
組（
４
人
以

　

内
）】で
の
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

申
込
期
間
　

６
月
９
日（
月
）〜
21
日（
土
）ま
で

参
加
決
定

　

７
月
４
日
ご
ろ
に
参
加
決
定
通
知
書
と
、キ
ャ
ン
プ
の

し
お
り
を
郵
送
で
送
り
ま
す
。な
お
、参
加
決
定
者
は
、

７
月
12
日（
土
）10
時
か
ら
市
立
児
童
館
遊
戯
室
で
、打

ち
合
わ
せ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

市立児童館　☎（34）2232（火～土曜日の10時～17時に受付）
市立中央公民館　☎（34）0130　（月～金曜日の8時30分～17時15分に受付）

募
　

集

教
室
・
講
座

働く婦人の家
☎（34）6299

問 申

問 申

働く婦人の家講座
　癒しの踊りとして人気のあるフラダンス。一見優雅に見えますが、実はたえず身体を動かすので運動量が多いの
も魅力のひとつ。
　心のリフレッシュだけでなく、シェイプアップ効果も期待できるかも。初心者の方大歓迎。この機会にぜひ体験し
てみてください。

【対象】市内に居住または勤務する女性
【講師】小永　博子
【申込み方法】6月9日（月）～
　　　　　　本人に限り窓口・電話で受付。9時～12時、13時～17時15分（土・日を除く）
　　　　　　定員になり次第締め切り
　　　　　　※講師の都合により日程が変更になることがありますのでご了承ください。

フラダンス
６月25日～８月27日
毎週水曜日
全10回

19時30分～
21時

働く婦人の家
1Ｆ軽運動室 無料15人

運動のできる服装、運動靴
（上履き）、タオル、飲み物
（水・お茶等）

期日講座名
項目 時間 場所 受講料 用意するもの定 員

全国共通人権相談ダイヤル　みんなの人権110番 相
　

談

高知地方法務局　人権擁護課
☎088（822）3503

　

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
、左
記
の

と
お
り
、平
成
23
年
４
月
18
日
か
ら
法
務
局

の
人
権
相
談
の
電
話
番
号
を
全
国
統
一
の

番
号
と
し
、よ
り
利
用
し
や
す
い
相
談
制
度

と
し
ま
し
た
。

時
　

間    

平
日
　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

電
話
番
号  （
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

　

（
ゼ
ロ
ゼ
ロ
み
ん
な
の
ひ
ゃ
く
と
お
ば
ん
）

　

※

Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
利

　
　

用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

取
扱
内
容

　

差
別
待
遇
、暴
行
・
虐
待
、セ
ク
ハ
ラ
・
パ

ワ
ハ
ラ
、い
じ
め
・
体
罰
、名
誉
毀
損
・
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
侵
害
等
人
権
問
題
に
関
す
る
あ

ら
ゆ
る
相
談

※

相
談
は
無
料
，秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

法
務
局
職
員
ま
た
は
人
権
擁
護
委
員
が

　

相
談
に
応
じ
ま
す
。

問

平
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６
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催
　

し

西土佐ふれあいホール自主事業『劇団とんぼ座公演』

問
西土佐ふれあいホール
☎（52）1110

　

片
岡
鶴
太
郎
の
姪
で
あ
る「
山
崎
卑
弥
呼
」座
長

率
い
る
劇
団
と
ん
ぼ
座（
主
に
九
州
地
方
で
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
）が
高
知
初
お
目
見
え
！

　

ぜ
ひ
皆
さ
ま
お
誘
い
あ
っ
て
お
越
し
い
た
だ
き
、

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

日
　

時
　

７
月
27
日（
日
）

　
　
　
　

14
時
〜（
13
時
30
分
開
場
）
　

場
　

所
　

西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

出
　

演
　

座
長「
山
崎
卑
弥
呼
」ほ
か

入
場
料

　

前
売
　

一
般
１
０
０
０
円

　
　
　
　

高
校
生
以
下
５
０
０
円

　

※

当
日
券
は
５
０
０
円
増
し

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

　

西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
、西
土
佐
総
合
支
所
、

　

市
立
中
央
公
民
館
　

ほ
か

め
い

四万十市母親大会 　

四
万
十
市
母
親
大
会
実
行
委
員
会
で
は「
第
58

回
四
万
十
市
母
親
大
会
」を
左
記
の
内
容
で
開
催

い
た
し
ま
す
。子
育
て
中
の
人
、孫
の
世
話
を
し
て

い
る
人
、男
女
ど
な
た
に
も
楽
し
く
聞
い
て
い
た

だ
け
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　

小
さ
い
子
ど
も
さ
ん
を
預
か
る
た
め
の
部
屋

と
ス
タ
ッ
フ
を
準
備
し
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
受

付
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

日
　

時
　

６
月
15
日(

日)

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館
　

２
階
　

演
　

題

　

『
子
ど
も
駅
　

各
駅
停
車
』

　

＝
悩
み
つ
つ
　

迷
い
つ
つ
　

じ
っ
く
り
育
む
＝

講
　

師
　

森
川
　

紘
一

主
　

催
　

四
万
十
市
母
親
大
会
実
行
委
員
会

後
　

援
　

四
万
十
市
教
育
委
員
会
　

ほ
か

催
　

し

四万十市母親大会実行委員会　実行委員長　谷恵子
☎080（1996）5526

問

第20回 幡多ふれあい医療公開講座
日
　

時

　

６
月
８
日（
日
） 

13
時
30
時
〜（
開
場
13
時
）

場
　

所 　

宿
毛
市
立
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

内
　

容

　

「
こ
れ
か
ら
の
地
域
医
療

　

〜
私
た
ち
の
取
り
組
み
と
地
域
連
携
〜
」

　
　
　
　

大
月
病
院
　

院
長
　

橋
元
　

球
一

　

「
幡
多
地
域
に
お
け
る
幡
多
け
ん
み
ん
病
院
の
役
割

　

〜
看
護
師
の
立
場
か
ら
〜
」

　

幡
多
け
ん
み
ん
病
院

　
　
　
　

看
護
部
長
　

山
本
　

美
和
子

参
加
費
　

無
料
、ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

教
室
・
講
座

幡多けんみん病院（経営事業課） ☎(0880)66-2222（代表）
 (市)保健介護課　☎34‐1115

問

催
　

し

四万十川国際音楽祭2014 中村交響楽団第82回定期演奏会 　

今
年
は
、第
一
回
目
の
ゲ
ス
ト
山
下
洋
輔
さ
ん

を
20
年
ぶ
り
に
再
び
お
迎
え
し
ま
す
。

　

中
村
交
響
楽
団
と
山
下
洋
輔
さ
ん
の
奏
で
る

『
ラ
プ
ソ
デ
ィ・
イ
ン
・
ブ
ル
ー
』を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

日
　

時

　

７
月
13
日（
日
）14
時
開
演（
13
時
30
分
開
場
）

曲
　

目

　

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
　

　

交
響
曲
第
41
番
ハ
長
調
K
．5
5
1『
ジ
ュ
ピ
タ
ー
』

　

ヘ
ン
デ
ル

　

『
水
上
の
音
楽
』よ
り

　

ジ
ョ
ー
ジ
・
ガ
ー
シ
ュ
ウ
ィ
ン

　

『
ラ
プ
ソ
デ
ィ・
イ
ン
・
ブ
ル
ー
』

　

ピ
ア
ノ
　

山
下
洋
輔

会
　

場
　

市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

チ
ケ
ッ
ト

　

（
前
売
）一
般
　

1
0
0
0
円

　

（
当
日
）

1
5
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　

高
校
生
以
下
　

3
0
0
円

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

　

市
立
中
央
公
民
館
・
市
立
図
書
館
・
市
立
文
化

　

セ
ン
タ
ー
・
西
土
佐
教
育
分
室
・
ア
ピ
ア
さ
つ
き
・

　

サ
ニ
ー
マ
ー
ト
四
万
十
店
・
市
内
楽
器
店
・
鈴
ハ

　

イ
ヤ
ー
・
澤
近
画
廊
・
総
合
衣
料
田
中
屋

四万十川国際音楽祭実行委員会(市立中央公民館内)
☎（34）7311

問
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教
室
・
講
座

四万十市雇用創造促進協議会 6・7月開催講座

ご不明な点がありましたら、左記までお問い合わせの上お

申し込みください。応募者多数の場合は先着順になります。
問
四万十市雇用創造促進協議会　☎（34）9570　FAX（34）9571　
ホームページ　http://www.shimanto-koyo.com/

募集種目 日　　時

6月17日（火）
14:00～17:00

6月16日（月）
まで

30人

6月25日（水）
まで

20人

場　　所 内　　容 募集期間 定員講　　師

◎土づくりと夏野菜の生育管理
※天候、圃場の状況により内容の変更あり
※農作業のできる服装でお越しください
※熱中症対策の飲み物をお持ちください

◎ 野菜の生長過程と土づくりについて

◎高知県産農産物で築く健康未来

◆高付加価値農産
　物生産計画・技術
　力向上研修

◆新規創業・事業　
　拡大セミナー

実地研修
鍋島圃場

座学
あぐりっこ研修センター

6月18日（水）
9:00～12:00

6月26日（木）
15:00～17:00

市立中央公民館
3F 研修室Ⅱ

山下　一穂
（有機のがっこ
う「土佐自然塾」
塾長）

受田　浩之
（高知大学 地域連
携推進センター長）

7月2日（水）
まで

20人
◎スマホやデジカメでかんたん料理写真
－料理写真の基礎と実践－
※スマホまたはデジカメをご持参ください

◆加工技術力向上
　研修

7月3日（木）
14:30～17:00

新ロイヤルホテル
四万十 10F
アステリア

今清水　隆宏
（㈲イマシィドッ
トコム　代表）

ダム・取水堰の放流にご注意 　

今
年
も
出
水
期
に
入
り
、集
中
豪
雨
や
台

風
の
発
生
す
る
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　

津
賀
ダ
ム（
古
味
野
々
ダ
ム
）お
よ
び
佐
賀

取
水
堰（
家
地
川
え
ん
堤
）で
は
、こ
れ
ら
の

出
水
に
備
え
、設
備
の
点
検
・
整
備
を
行
い
、

事
故
未
然
防
止
に
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。

　

ダ
ム
・
取
水
堰
か
ら
放
流
す
る
場
合
に
は
、

下
流
の
皆
さ
ん
の
安
全
を
守
る
た
め
、警
報

車
お
よ
び
防
災
無
線（
西
土
佐
地
域
）で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
の
で
、放
送
な
ど
を
聞
い

た
時
に
は
、

●
家
族（
特
に
子
ど
も
）で
川
の
方
へ
行
っ
て
い

　

る
人
は
い
な
い
か

●
河
原
に
干
物
な
ど
お
い
て
い
な
い
か

●
舟
は
安
全
な
場
所
に
つ
な
い
で
い
る
か

な
ど
、今
一
度
確
認
を
行
っ
て
、水
に
よ
る
事

故
や
災
害
の
防
止
に
十
分
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、沈
下
橋
の
通
行
に
つ
い
て
は
、特
に

安
全
を
確
認
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

津
賀
ダ
ム
放
流
量
、佐
賀
え
ん
堤
放
流
量
、

昭
和
測
水
所
水
位
等
の
情
報
は
左
記
の
電
話

番
号
で
放
送
し
て
い
ま
す
。

■
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
１
２
０（
２
７
）５
４
３
０
　

お
知
ら
せ

しゅすいぜき

四国電力株式会社　津賀ダム管理事務所　☎0880（27）5314
　　　　　　　　　佐賀取水堰管理事務所  ☎0880（22）0069

問

７月１日（火）から
　ごみ処理手数料
　が変更になります

７月１日（火）から
　ごみ処理手数料
　が変更になります

・対象となるごみ ・・・ 直接持ち込まれる家庭ごみ
・変更内容 ・・・・ 
　　（変更前）処理手数料10㎏あたり50円

（変更後）処理手数料10㎏あたり130円

幡多広域市町村圏事務組合
幡多クリーンセンター  ☎（31）2600

または （市）環境生活課　☎（34）6126

問い合わせ先

自衛官・予備自衛官補
募集案内

自衛官・予備自衛官補
募集案内

自衛官・予備自衛官補
募集案内

18歳～54歳まで各種募集種目があります。
応募資格、受付期間に関するお問い合わせにつ
きましては下記までお問い合わせください。

〒787-0033
四万十市中村大橋通6-3-7とらやビル3階
防衛省・自衛隊　高知地方協力本部　四万十地
域事務所
☎（35）3096　担当：杉中
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皆
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
！
平
成
26
年
度
の

国
際
交
流
員
、潘
寧
で
す
。

　

コ
ラ
ム
へ
の
投
稿
は
初
回
と
な
り
ま
す

の
で
、ま
ず
簡
単
に
自
己
紹
介
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

　

私
の
故
郷
は
中
国
東
北
に
あ
る
吉
林
省

長
春
市
で
す
。
昔
か
ら
「
東
北
三
宝
」（
東
北

の
特
産
品
に
は
三
つ
の
宝
物
が
あ
り
ま
す
。

即
ち
、「
朝
鮮
人
参
」、「
貂
の
皮
」、「
鹿
茸（
鹿

の
袋
角
を
乾
燥
し
た
も
の
）
」
の
こ
と
で

す
。）の
産
地
と
し
て
名
高
く
、ま
た「
霧
松
」

（
霧
氷
）の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、吉
林
省
と
北
朝
鮮
の
境
目
に
あ
る

「
長
白
山
」
は
、
滝
や
原
始
林
、「
天
池
」
と
呼

ば
れ
る
河
口
湖
や
温
泉
な
ど
の
複
数
の
自

然
景
観
が
楽
し
め
る
、火
山
名
勝
地
に
数
え

ら
れ
ま
す
。

　

生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
を
旅
立
っ
た
の
は
２

０
０
４
年
で
し
た
。高
校
の
推
薦
に
よ
り
、長

春
か
ら
約
３
４
０
０
キ
ロ
を
離
れ
た
、広
東

省
の
中
山
大
学
に
入
学
し
ま
し
た
。大
学
三

回
生
に
な
っ
た
時
、初
め
て
神
戸
大
学
に
一

年
間
留
学
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。新
鮮
感

に
溢
れ
る
、初
め
て
の
外
国
体
験
は
私
に
異

文
化
理
解
と
多
文
化
共
存
の
重
要
性
を
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。大
学
卒
業
後
、日
本
の
こ
と

に
つ
い
て
も
っ
と
深
く
勉
強
し
よ
う
と
し

て
、再
び
神
戸
大
学
に
留
学
す
る
こ
と
を
決

意
し
ま
し
た
。２
度
目
の
留
学
は
文
化
相
関

を
専
攻
し
、古
代
の
日
本
人
の
他
界
観
に
つ

い
て
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。来
日
し
て

２
年
半
後
、
修
士
号
を
取
り
、
今
年
の
３
月

に
、博
士
学
位
を
取
得
し
ま
し
た
。

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
、５
年
半
に
わ
た
る
留

学
生
活
に
は
自
分
を
感
動
さ
せ
る
出
会
い
が

数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
。そ
の
中
に

学
問
と
の
出
会
い
だ
け
で
は
な
く
、恩
師
や
友

人
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
出
会
い
も
あ
り

ま
し
た
。数
々
の
出
会
い
は
留
学
生
活
の
忘
れ

よ
う
に
も
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
に
な
り
ま

し
た
。
留
学
生
活
の
中
で
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
に
恩
返
し
し
よ
う
と
い
う
思
い
で
、国
際

交
流
員
の
仕
事
を
志
願
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

日
本
で
長
年
の
留
学
生
活
を
送
っ
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、勤
務
地
と
な
る
四
万
十
市

を
訪
れ
る
の
は
今
回
が
初
め
て
で
す
。来
訪
は

初
め
て
と
は
い
え
、す
ぐ
に
こ
ち
ら
の
水
墨
画

の
よ
う
な
景
色
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。温
か
い

人
情
味
が
溢
れ
る
こ
の
町
に
は
そ
れ
な
り
の

美
と
魅
力
が
あ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

「
住
め
ば
都
」
と
言
う
通
り
、
今
後
の
一
年
間
、

こ
の
「
都
」
に
残
る
数
多
く
の
日
本
文
化
を
体

験
し
、自
分
の
目
で
こ
の
町
の
美
を
発
見
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、日
中
両
国
は
遠
い
昔
か
ら
深
い
交
流

で
つ
な
が
り
、よ
く
一
衣
帯
水
の
隣
国
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
残
念
な
こ
と
に
最

近
の
両
国
関
係
は
必
ず
し
も
順
風
満
帆
と
は

言
え
ま
せ
ん
。厳
し
い
情
勢
に
直
面
し
て
い
る

か
ら
こ
そ
、
国
民
同
士
で
心
を
打
ち
明
け
、
交

流
を
増
や
す
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
強
く
感
じ

て
お
り
ま
す
。両
国
の
友
好
を
祈
願
す
る
一
人

と
し
て
、
私
は
国
際
交
流
員
の
役
目
を
果
た

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
活
動
を
通
し
て
、
お
互

い
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
全
力
を
傾
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

「
縁
あ
れ
ば
千
里
」。こ
れ
ま
で
の
出
会
い
の

縁
を
大
切
に
し
て
き
た
よ
う
に
、「
千
里
」を
超

え
る
、四
万
十
市
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
新
た
な

出
会
い
を
楽
し
み
に
し
な
が
ら
、頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。
皆
さ
ま
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

※

一
衣
帯
水…

二
つ
の
も
の
の
隔
た
り
が
狭
く
、き
わ
め

　

て
近
隣
し
て
い
る
こ
と
の
た
と
え
。

新
た
な
出
会
い
を
楽
し
み
に

国
際
交
流
員
　

潘
寧

定期相談所

（本庁）総務課　
☎（34）1804

日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先

6月20日（金）
13時～16時 社会福祉センター

国や県、市の仕事に対する苦情や要望
《相談委員》正木　卓夫 ☎(37)2560
　　　　　平石眞理子 ☎(35)4250

行政相談所

日本政策金融公庫
高知支店 
農林水産事業
☎ 088(825)1091

6月26日（木）
JA高知はた本所 

3階
農業に関する借入相談、経営全般に関
するお悩みなどの相談（要事前予約）

無料農業経営相談
（偶数月第4木曜日開催）

ハ
ン
ネ
イ

　

国
際
交
流
員
は
生
涯
学
習
課
主
催
の
中
国

語
講
座
の
講
師
や
、市
内
の
学
校
、各
種
団
体

に
出
向
い
て
、市
民
の
異
文
化
理
解
の
た
め
の

講
演
や
交
流
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

中
国
に
つ
い
て
興
味
が
あ
り
、
学
習
し
た

い
団
体
に
は
、
国
際
交
流
員
を
派
遣
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）企
画
広
報
課
　

☎(

３
４)

１
８
１
０

★行政相談委員の正木卓夫さんに高知行政評価事務所長感謝状 
　当市担当の行政相談委員正木卓夫さんに総務省高知行政評価事務所長から感謝状が贈呈されました。国や県、市等に対す
る苦情や要望の解決、実現に尽力した功績に対して贈られたものです。 
　感謝状は５月20日（火）、高知市の高知会館で開催された行政相談委員全体会議の場で贈呈されました。

て
ん

ろ
く
じ
ょ
う

※
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市職員採用資格試験案内（平成26年9月1日採用予定）

○試験　日時　7月6日（日）午前8時30分集合（時間厳守）
　　　　会場　四万十市役所（四万十市中村大橋通4丁目10番地）
○受付期間　6月16日（月）まで（土・日・祝日除く。郵送は6月16日（月）までの消印があるもの。）
○試験案内・受験申込書の配布場所
　①市役所１階総合案内（土・日・祝日は、庁舎北側守衛室）
　②西土佐総合支所地域企画課（土・日・祝日は、宿直室）
　③市公式ホームページからのダウンロード
　④郵送による請求の場合は、封筒の表に「受験申込書請求」と朱書し、宛先を明記した返信用封筒（Ａ4サ
　　イズの角2封筒に120円切手添付のこと）を同封して、総務課人事係まで請求してください。

【問い合わせ・申込先】
　　総務課人事係（本庁３階）
　　〒787-8501　四万十市中村大橋通4丁目10番地
　　☎（34）1803または（34）1111（内線2322、2323）
　　※Eメールでのお問い合わせについてはお答えできませんのでご注意ください。

職　種

看護師 ２名程度 昭和45年４月２日以降に生まれた人で、看護師の免許を有する人

採用予定人員 受験資格

第10回しまんと市民祭

なかむら踊り・しまんと提灯台パレード開催

第10回しまんと市民祭

なかむら踊り・しまんと提灯台パレード開催

第10回しまんと市民祭

なかむら踊り・しまんと提灯台パレード開催

7月26日（土）

期　　日
15:30～19:00
18:30～21:30

時　　間
なかむら踊りパレード
しまんと提灯台パレード

翌週に延期
中止

催　し　物

8月2日（土）
8月30日（土）

・協賛行事　〈（財）四万十市体育協会　☎(37)4558〉
※時間等については、若干変更する場合があります。

10:00～13:00
17:00～21:00

第64回全日本女郎ぐも相撲大会
しまんと納涼花火大会、他

雨天の場合

翌日に順延
〃

8月3日(日) ７:20～13:00 第20回四万十川水泳マラソン大会 荒天中止

イベント参加者募集中！

●パレードコース（提灯台）

文
化
セ
ン
タ
ー

東
下
町

京
町

新
町

四
国
銀
行

高
知
銀
行

裁
判
所

パレード終了
～21:30(予定)

鶴井
公園

幡多信金

市役所

スーパー

中村小学校 中学校

コンビ二

コンビ二 コンビ二

GS

GS

市民病院

商工
会議所

パレード終了
～21:30(予定)

出発式18:30～18:55

山車整列区間

新ロイヤル
ホテル四万十

パレード終了
～21:30(予定)

スタート19:00～

●パレードコース（踊り）

山車整列区間

文
化
セ
ン
タ
ー

東
下
町

京
町

新
町

四
国
銀
行

高
知
銀
行

裁
判
所

鶴井
公園

幡多信金

市役所

スーパー

中村小学校 中学校

コンビ二

コンビ二 コンビ二

GS

GS

商工
会議所

新ロイヤル
ホテル四万十

出発式
15:40～15:55

スタート
16:00～

一条通天神橋

パレード終了
19:00

中
村
病
院

市民病院
トイレ踊り子休憩エリア

山車整列場所

再スタート
整列位置

休憩場所

休
憩
場
所

一条通天神橋 一条通天神橋

●提灯台担ぎ手
　お祭で提灯台を担いでみたい元気な方を募集しています

●全日本女郎ぐも相撲大会（場所：一條神社境内）
　中学生以下の参加者　※8月2日(土) 当日受付：午前9時～10時

●ストリートパフォーマンス（郷土芸能）
　花火大会でパフォーマンス等を行える団体または個人
　※募集締切：8月8日（金）

再スタート
17:30～

本部 本部

【問い合わせ先】しまんと市民祭実行委員会（事務局 観光課）　☎（34）1783
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★
人
権
さ
ま
ざ
ま
★

人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く110

　

高
齢
者
社
会
の
す
ぐ
れ
た
点
を
連

載
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
五
点
目

で
ひ
と
く
ぎ
り
と
い
た
し
ま
す
。

　

昔
か
ら
日
本
で
は
子
ど
も
が
老
親

の
面
倒
を
み
る
こ
と
が
当
た
り
前
だ

と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。（
よ
そ
の
国
々

で
も
基
本
的
に
は
あ
ま
り
変
わ
る
こ

と
は
な
い
で
し
ょ
う
が
）、実
際
に
は

そ
れ
が
簡
単
で
は
な
い
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
の
た
め
、家
族

の
在
り
方
や
社
会
の
考
え
方
を
根
本

か
ら
見
直
す
き
っ
か
け
と
も
な
っ
た

の
が
今
の
時
代
で
す
。

　

高
齢
者
社
会
と
い
う
こ
と
は
、
親

が
90
歳
台
と
も
な
れ
ば
、
わ
が
子
も

70
歳
台
、
共
に
老
人
の
仲
間
入
り
に

な
る
は
ず
で
す
。

　

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
子
ど
も
の
方

が
親
よ
り
さ
き
に
介
護
な
ど
を
必
要

と
し
て
い
る
家
庭
も
あ
る
か
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。
全
て
の
人
が
こ
ぞ
っ

て
子
ど
も
の
世
話
を
受
け
、
幸
せ
な

老
後
を
迎
え
て
い
る
か
ど
う
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。ま
た
、子
ど
も
は
子
ど
も

で
、生
き
る
こ
と
に
精
い
っ
ぱ
い
、し

か
も
遠
く
離
れ
た
都
会
と
田
舎
に

別
々
の
所
帯
で
暮
ら
し
て
い
れ
ば
、

と
て
も
じ
ゃ
な
い
が
親
の
面
倒
ど
こ

ろ
で
は
な
い
の
が
現
実
で
も
あ
り
ま

す
。そ
う
な
る
と
、私
ど
も
の
老
後
は

他
人
の
子
ど
も
た
ち
の
お
世
話
を
受

け
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
わ

が
子
だ
け
の
こ
と
を
考
え
、
わ
が
子

一
筋
に
資
本
を
つ
ぎ
込
み
、
愛
情
を

注
い
で
き
た
の
で
は
成
り
立
た
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
ま
で
は
、

そ
っ
ぽ
を
向
い
て
き
た
隣
の
子
ど

も
に
こ
れ
か
ら
は
厄
介
を
か
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。極
端
に
い
え
ば

わ
が
子
よ
り
も
隣
の
子
ど
も
を
可

愛
が
る
こ
と
が
大
事
と
な
っ
た
の

で
す
。で
も
こ
れ
は
決
し
て
惨
め
で

マ
イ
ナ
ス
の
状
態
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
む
し
ろ
社
会
を
社
会
た
ら
し
め

る
プ
ラ
ス
の
考
え
方
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
も
思
え
ま
す
。こ
の
よ

う
に
、他
人
同
士
で
も
助
け
合
わ
な

け
れ
ば
生
き
ら
れ
な
い
社
会
の
中

に
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
の
も

長
生
き
の
お
か
げ
な
の
だ
と
は
い

え
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
う
い
え
ば
子
ど
も
時
代
に
き
い

た
昔
話
は
、そ
ん
な
考
え
方
を
知
ら

ず
知
ら
ず
に
教
え
ら
れ
た
よ
う
に
も

思
い
ま
す
。桃
太
郎
も
か
ぐ
や
姫
も
、

お
じ
い
さ
ん
お
ば
あ
さ
ん
が
大
切
に

育
て
て
き
た
の
は「
他
人
の
子
」だ
っ

た
の
で
す
。福
祉
活
動
と
い
う
難
し

い
こ
と
を
い
わ
な
く
て
も
、お
伽
話

の
爺
・
婆
の
心
を
持
つ
こ
と
の
大
切

さ
を
、日
本
民
族
の
心
と
し
て
伝
え

て
き
た
話
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う

か
。
単
な
る
口
先
だ
け
の
敬
老
や
他

人
へ
の
愛
を
教
え
て
き
た
の
で
は
な

か
っ
た
こ
と
を
改
め
て
考
え
て
み
る

社
会
に
私
た
ち
は
生
き
て
い
る
と
い

え
る
の
で
す
。

　

四
万
十
市
人
権
啓
発
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
衞

お
誕
生

　

お
め
で
と
う

お
誕
生

　

お
め
で
と
う

大
塚
 

彩
永

杉
本
 

羽
唯

勝
田
 

結
士

　

原
 

巧

宮
﨑
 

凪

宮
下
 

希
優

山
本
 

奏
太

曽
根
 

彩

金
子
 

彩
花
梨

金
子
 

緋
花
梨

今
城
 

結
愛

筒
井
 

蒼
斗

植
村
 

允
紀

山
﨑
 

智
史

林
 

優
杏

竹
葉
 

叶 さ
え

う
い

ゆ
う
し

こ
う

な
ぎ

の
ゆ
う

か
な
た

あ
や

あ
か
り

ひ
か
り

め
い

あ
お
と

ま
さ
き

と
も
ふ
み

う
き
ょ
う

か
な
た

仁純
平

慶
一
朗

旭  三
郎

裕
介

啓
太

芳
晴

雅
紀

雅
紀

皓
介

健
二
郎

紀
喜

隆
史

恭
弘

丞
吾

（
平
成
26
・
５
・
５
届
出
分
ま
で
）

（
平
成
26
・
５
・
５
届
出
分
ま
で
）

ご
冥
福
を

　

お
祈
り
し
ま
す 

      

中
村
大
橋
通

中
村
天
神
橋

中
村
本
町

中
村
本
町

中
村
一
条
通

駅

前

町

不

破

上

町

安

並

古

津

賀

古

津

賀

具

同

具

同

具

同

楠

島

磯

ノ

川

生

ノ

川

坂

本

竹

島

下

田

下

田

蕨

岡

乙

佐

田

85978395639494748686448092928382888387668387

中
村
丸
の
内

中
村
愛
宕
町

中
村
新
町

右
山
元
町

駅

前

町

古

津

賀

古

津

賀

古

津

賀

古

津

賀

古

津

賀

安

並

佐

岡

具

同

渡

川

口

鴨

川

西
土
佐
大
宮

住
　

所

保
護
者

赤
ち
ゃ
ん

住
　

所

享
　

年

（
満
年
齢
）

氏
　
　

  

名

 

「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」
、
「
ご
冥
福
を

お
祈
り
し
ま
す
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て

は
、
親
族
等
の
希
望
に
よ
り
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　
　

（
本
庁
）
市
民
課

（
３
４
）
１
１
１
３

　
　
　
　

ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

石
川
 

惠
康

田
村
 

友
喜

荒
井
 

千
幸

森
 

太
平

北
村
 

友
良

遠
近
 

岩
枝

尾
﨑
 

君
江

岡
田
 

徹
子

畦
地
 

敬

大
　
 

慶
治

弘
田
 

将
嗣

北
澤
 

節
子

濵
田
 

伊
豆
男

芝
岡
 

政
美

森
 

忠
義

有
田
 

忠
男

宮
﨑
 

道
男

宮
村
 

昭
男

宮
﨑
 

千
鶴
子

沖
 

益
美

藤
本
 

重
美

井
上
 

廣  

西
土
佐
大
宮

西
土
佐
中
家
地

西
土
佐
用
井

西
土
佐
用
井

西
土
佐
用
井

9991869187

岡
﨑
 

イ
サ
ホ

井
上
 

千
惠
子

今
城
 

久
代

永
山
 

正
夫

久
保
 

深

と
ぎ
ば
な
し

■臨時休館について
　四万十いやしの湯および館内床等修繕工
事のため6月24日（火）10時～27日（金）15時
（レストランは17時）までの間休館します。
【問い合わせ】
　四万十いやしの里　☎（31）5111

四万十いやしの里からのお知らせ
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こ
こ
は
、四
万
十
市
の
西
端
に
あ
り
宿
毛
市
と
隣
接

し
た
、
横
瀬
川
を
挟
ん
だ
小
集
落
で
す
。
17
世
帯
40
人

ほ
ど
が
住
ん
で
い
ま
す
が
、少
子
化
と
若
者
流
出
で
高

齢
化
と
な
り
人
口
も
年
々
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今

は
、
地
区
の
弔
事
の
ほ
か
は
、
皆
が
顔
を
合
わ
せ
る
こ

と
は
め
っ
た
に
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
中
、
み
ん
な

が
集
ま
る
機
会
を
作
ろ
う
と
総
代
の
掛
け
声
の
も
と

計
画
が
持
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

川
の
そ
ば
で
ひ
っ
そ
り
と
子
ど
も
た
ち
が
川
遊
び
す

る
の
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
た
「
お
だ
い
っ
さ
ん
（
お

大
師
さ
ん
＝
弘
法
大
師
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
）
」
と
呼
ん
で
い
る
小
さ
な
石
仏
が
納
め
ら
れ
た
い

る
お
堂
が
あ
り
ま
す
。古
く
な
っ
た
こ
の
お
堂
を
修
理

し
て
そ
の
完
成
を
祝
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

傾
き
雨
漏
り
し
て
い
た
お
堂
も
新
し
く
な
り
、４
月

26
日
（
土
）
に
は
地
区
の
半
数
ほ
ど
が
集
ま
り
そ
の
完

お
ら
ん
く
の
宝
物

お
ら
ん
く
の
宝
物

市民のひろば市民のひろば

お知らせお知らせ

【絵画の部】
  ・市長賞

　「いじめ」

【標語の部】
  ・市長賞

悪い事　

　いつも見てるの　

　　　　　自分だよ

※所属校・学年は受賞当時のものです。

岡村　香乃楓さん
おかむら このか

（西土佐中学校１年）

井上　菜々さん
いのうえ なな

（東中筋中学校１年）

　「幡多舞人」は、「幡
多を元気にしたい!!
幡多からよさこい
を! !」という思いで、
昨年『出航』しました。

　よさこい本祭だけでなく、幡多地域のさまざまなお祭り
やイベントに参加しています！
　練習場所は、主に黒潮町です。
　興味のある方は、ぜひ連絡ください。
　同時に、看板スポンサー、チームスタッフも募集していま
す。

連絡先：幡多舞人（はたぶじん）　代表　西村
　　　  ☎080－6392－5508　幡多舞人ブログ　http://ameblo.jp/hatabujin

四
万
十
市
横
瀬
　

新
開
地
区
一
同

成
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。菓
子
や
水
を
お
供
え
し
て
こ
れ

か
ら
も
地
区
を
守
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
手
を
合
わ
る
と

「
お
だ
い
っ
さ
ん
」
の
顔
に
も
笑
顔
が
浮
か
ん
だ
よ
う
に

見
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
こ
に
は
、
モ
ミ
ジ
の
大
木
も
あ
り
秋
の
美
し

い
紅
葉
は
み
ん
な
の
自
慢
で
す
。次
は
こ
の
モ
ミ
ジ
を
守

り
そ
し
て
、み
ん
な
の
憩
い
の
場
に
し
ょ
う
と
さ
っ
そ
く

５
月
11
日
（
日
）
に
は
ノ
コ
や
チ
エ
ン
ソ
ー
を
も
っ
て
整

備
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、こ
の
場
所
を「
お
ら
ん
く
の
宝
物
」と
し

て
大
切
に
守
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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㈲福永工業

㈲カキタニ設備

岡崎プロパン㈱

㈲夕部設備

西南管工

㈱奥宮工業

㈲大同設備

㈲山下建設

豚座建設㈱

㈲平野水道

溝渕設備

森下住宅器機
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土
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5月31日

6月1日

7日

8日

14日

15日

21日

22日

28日

29日

7月5日

6日

☎（

☎（

☎（

☎（

☎（

☎（

☎（

☎（

☎（

☎（

☎（

☎（

水道の使用を開始・中止するときは…

市民病院

佐々木整形外科

市民病院

小原外科胃腸科

大野内科

市民病院

）

）

）

）

）

）

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日

日

日

日

日

日

月

月

6

7

 1

8

15

22

29

6

☎（ 3 4 ）2 1 2 6

☎（ 3 4 ）7 1 7 7

☎（ 3 4 ）2 1 2 6

☎（ 3 5 ）0 1 0 8

☎（ 3 7 ）5 2 8 1

☎（ 3 4 ）2 1 2 6

※当番については変更になる場合がありますので、各医療機関へ
 事前に電話でお問い合わせください。
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か
す
ま
り
あ
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と
こ
た
見
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蛍
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な
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る
な
に
期
時
の
こ
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「広報四万十」7月号は6月25日(水)発送予定です「広報四万十」7月号は6月25日(水)発送予定です「広報四万十」7月号は6月25日(水)発送予定です

6月実施の統計調査

調 査 名 該当地区

家計調査 赤松、渡川、具同田黒、丸の内

【問い合わせ先】
（県）総務部 統計課 ☎088(823)9344

広報

広報

人 （
人 （
人 （
世帯（

）
）
）
）

35,487
16,779
18,708
16,488

人
人
人
人

285
225
16
39

4

37
24
13
84

引っ越しなどで水道の使用を開始、中止または使用者の名義を変
更するときは、事前に下記までご連絡をお願いします。

【問い合わせ・連絡先】
（本  庁）上下水道課 ☎（34)1711
（総合支所）産業建設課 ☎（52)1111
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